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今月の紙面

データで知る帯広

5月末の人口と世帯数

人口▶167,083人
 （前月比－3人）

　男▶79,664人
　女▶87,419人
世帯▶87,436世帯
 （前月比＋19世帯）

3件（前月比－2件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,607t
（前年同月比＋8t）

642t
（前年同月比－8t）

5月の火災発生件数

5月の家庭ごみ排出量

歯科健診・フッ素塗布
で虫歯０

ゼ㋺

に ………… 7

■
高額療養費制度が
変わります …………… 3

■
平成30年度
６月補正予算案 ……… 9

■
情報ピックアップ
 ……………………… 20

子どもの歯は虫歯になりやす
く予防が大切です。生涯の健
康のため、歯科健診とフッ素
塗布を定期的に受けましょう。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

道
東
・
十
勝
の

空
の
玄
関
口

　

帯
広
空
港
は
、
昭
和
39
年
、
市
街
地

に
近
い
南
町
地
区
に
開
港
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
運
航
に
対
応

す
る
た
め
、
昭
和
56
年
に
現
在
地
に
移

転
し
、
平
成
13
年
に
、「
と
か
ち
帯
広

空
港
」
の
愛
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
道
東
・
十

勝
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
道
内
外
の

航
空
旅
客
の
移
動
や
、
貨
物
の
航
空
輸

送
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
ほ
か
、
近
年

で
は
、
東
京
線
の
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
（
２
社
運
航
）
な
ど
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
に
よ
り
、
昨
年
度
の
東
京
線
の

年
間
旅
客
数
が
66
万
人
を
超
え
、
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。（
図
）

空
港
の
利
便
性
向
上
の

取
り
組
み

　

と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
滑
走
路
な
ど

の
施
設
は
市
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は

民
間
事
業
者
の
帯
広
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
株
式
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
3
月
に
、
出
入
国
の
際
に
必
要

と
な
る
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
税
関
、
出
入
国
管
理
、

検
疫
）
設
備
や
二
つ
目
の
到
着
ロ
ビ
ー

な
ど
を
備
え
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
増

設
し
、
国
内
外
か
ら
の
旅
客
の
受
け
入

れ
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
3
月
に
は
、
エ
プ
ロ
ン

（
駐
機
場
）
拡
張
と
可
動
橋
の
増
設
に

よ
り
、
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
受
け
入
れ

機
能
を
強
化
す
る
な
ど
、
空
港
の
利
便

性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

民
間
事
業
者
に
よ
る

新
た
な
空
港
運
営
が
可
能
に

　

こ
れ
ま
で
、
空
港
の
施
設
は
行
政
に

よ
る
管
理
運
営
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
25
年
の
法
整
備
で
、

民
間
事
業
者
に
委
託
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
で
は
、
平
成
28

年
の
仙
台
空
港
を
皮
切
り
に
、
高
松
空

港
や
静
岡
空
港
な
ど
に
お
い
て
、
民
間

委
託
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
と
か
ち
帯
広
空
港
で
は
、
北

海
道
内
６
空
港
と
と
も
に
、
一
括
で
民

間
事
業
者
に
委
託
し
、
効
率
的
な
空
港

運
営
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

次
頁
で
は
、
民
間
委
託
の
取
り
組
み

の
検
討
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

未来につなげる
新たな空港運営へ

JAL3303
中部発 帯広着

11時10分 12時55分

JAL3304
帯広発 中部着

14時10分 16時

　とかち帯広空港は、道東の拠点空港として多くの人
に利用されています。帯広市では、現在、民間のノウ
ハウを生かした効率的な空港運営を目指し、空港の民
間委託の取り組みを進めています。

空港事務所（泉町、☎64・5320）問い合わせ

「名古屋城本丸御殿」完成公開代表的な名古屋めし｢ひつまぶし｣

日本航空 ☎ 0570・025・071
エア・ドゥ 薔0120・057・333（固定電話専用）
 ☎ 011・707・1122（携帯電話専用）

航空券の
予約などは

各航空会社へ

【帯 広－名古屋線時刻表】 ８月の日・月・水・金曜日

　今年も８月の１カ月間、日本航空（ＪＡＬ）が、とかち
帯広空港と中部国際空港（帯広―名古屋線）の直行便を運
航します。名古屋の魅力を満喫しにいきませんか。

８月は名古屋へ行こう！

図　東京線旅客数の推移
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7空港を事業者が
一体的に運営！

（　）は空港管理者

稚内（国）

旭川（市）

帯広（市）
釧路（国）

函館（国）

女満別（道）

新千歳（国）

と
か
ち
帯
広
空
港
の

運
営
の
現
状

　

空
港
の
運
営
は
、
滑
走
路
な
ど
の
施

設
の
維
持
管
理
に
多
額
の
経
費
が
掛
か

る
た
め
、
新
千
歳
空
港
や
羽
田
空
港
な

ど
の
大
規
模
空
港
を
除
き
、
全
国
的
に

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
か
ち
帯
広

空
港
の
維
持
管
理
の
収
支
は
、
着
陸
料

な
ど
の
収
入
を
充
て
て
も
不
足
す
る

額
が
、
過
去
５
年
の
平
均
で
年
間
約

４
億
４
０
０
０
万
円
生
じ
て
お
り
、
そ

の
不
足
額
を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
収
支
は
、
施
設
使

用
料
や
テ
ナ
ン
ト
料
な
ど
に
よ
り
黒
字

経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
委
託
に
よ
る
一
体
運
営

　

市
が
運
営
し
て
い
る
滑
走
路
や
駐
車

場
な
ど
の
施
設
と
、
民
間
事
業
者
が
運

営
し
て
い
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
運
営

を
、
30
年
間
、
一
括
し
て
同
じ
民
間
事

業
者
に
委
託
す
る
場
合
の
収
支
は
、
市

が
従
来
通
り
運
営
す
る
場
合
の
収
支
に

比
べ
、
年
間
約
６
５
０
０
万
円
の
改
善

効
果
を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
利
便
性
の
向
上

や
柔
軟
な
運
営
が
期
待
で
き
ま
す
。

北
海
道
内
７
空
港
の

一
括
民
間
委
託

　

さ
ら
に
、
北
海
道
内
の
７
空
港
を
同

じ
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

コ
ス
ト
の
軽
減
や
運
営
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
千
歳
空
港
へ
の

一
極
集
中
を
緩
和
し
、
北
海
道
全
体
の

航
空
路
線
の
充
実
や
広
域
観
光
の
振
興

な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
、
他
の
６
空
港
と

共
に
30
年
間
を
事
業
期
間
と
し
た
、
一

括
民
間
委
託
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
７
空
港
が
一
括
民
間
委
託
さ
れ
た
場

合
の
と
か
ち
帯
広
空
港
の
収
支
は
、
複

数
の
空
港
を
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
年
間
約
１
５
０
０
万
円
の

削
減
効
果
が
生
ま
れ
、
年
間
で
約
８
０

０
０
万
円
、
30
年
間
で
約
23
億
円
の
改

善
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
民
間

事
業
者
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
市
の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
体
的
で
効
率
的
な
空
港

運
営
の
実
現
を
目
指
し
て

　

と
か
ち
帯
広
空
港
は
、
わ
が
国
を
代

表
す
る
食
料
生
産
基
地
と
し
て
の
強
み

や
、
高
い
晴
天
率
、
新
千
歳
空
港
と
の

近
接
性
な
ど
の
地
理
的
優
位
性
を
生
か

し
、
道
東
の
拠
点
空
港
の
一
つ
と
し
て

十
勝
地
域
の
経
済
・
交
流
を
支
え
る
と

と
も
に
、
北
海
道
の
広
域
観
光
に
お
け

る
空
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
今
後
、
道
内
の
６
空
港
と
共
に
、

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

一
体
的
で
効
率
的
な
空
港
運
営
を
実
現

し
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
航
空
需

要
を
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、

空
港
間
や
地
域
間
の
連
携
に
よ
る
人
や

物
の
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

現　行民間委託した場合

帯広空港ターミナルビル
株式会社

帯広市（空港管理者）

駐車場
滑走路、誘導路、駐機場など

民間事業者
(運営者）が
一体運営

一
体
運
営

一
体
運
営 ターミナルビル

ターミナルビル

施設使用料
テナント料施設使用料

テナント料
着陸料

着陸料

滑走路、誘導路、駐機場など

滑走路

駐車場

滑走路

　民間のノウハウを生かしたターミナルビルの商業スペースの充実や、新
規路線の就航、バスなどの二次交通の充実、駐車場の利便性向上などが期
待されています。

　滑走路などは、従来通り国や市が
所有したまま、管理運営のみを委託
するため、事業者が空港を閉鎖する
ことはありません。
　また、市は事業者に対し、航空機
を安全に運航するための基準を設
け、適正に空港を管理しているか指
導監督を行います。

　駐車場の料金や管理方法は、事業
者の提案を受けて、市議会の議決や
市の承認手続きなどを経て、決定し
ます。

　まだ、民間委託するかどうかは決まっていません。現在、民間事業者（以
下、事業者）の公募を４月から開始し、来年の７月頃まで、道内７空港の活
性化や市の負担軽減などに関する提案の審査を行い、事業者を選定します。
審査結果を受けて市議会に提案し、可決された場合に民間委託が決定しま
す。その場合、とかち
帯広空港は平成 32 年１
月からターミナルビル
を、平成 33 年３月から
空港全体の民間委託を
開始する予定です。
　詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。

空港民間委託Ｑ＆Ａ
帯広空港ターミナルビル
公式キャラクター「くう」

・収支改善効果額が約23億円
（30 年間で）＋民間事業者の

提案による市の負担軽減
・民間の知識や技術を活用

した利便性・快適性を有
したサービスの提供

・30 年間の継続的で効率的
な事業運営の実現

７空港一括民間委託によりとかち
帯広空港で期待される効果の例

空港民間委託に
ついて

聞いてみました！

平成 30 年 ８月～ 審査

平成 31 年
７月頃 審査結果の公表
９月 市議会に提案
10月頃 （議案決定後）契約締結

平成 32 年
１月15日 ７空港一体の空港ターミナルビル

運営開始
６月１日～ 滑走路などの

運営開始
新千歳空港ほか

平成 33 年 ３月１日 とかち帯広空港ほか

～ ～ ～

平成 61 年 ９月頃 委託期間の終了

今後のスケジュール（予定）

民間委託は決まったのですか？
これからの予定は？

民間委託になると、具体的に
どんな効果がありますか？

駐車場の料金は
どうなりますか？

民間委託した場合、
経営が悪化したら
空港がなくなりま
すか？安全面は大
丈夫ですか？
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図１　70 歳以上の人の自己負担限度額

図２　多数回該当の引き継ぎの事例

○これまで

例：70 歳以上　区分Ⅱ（個人ごと［外来のみ］）
　　平成 30 年５月途中に市町村間異動した場合

帯広市 8000 円 4000 円（1/2）

4000 円（1/2） 8000 円

8000 円

平成30年４月 ５月 市町村間異動 ６月 ７月

A 市

北
海
道
内

○平成 30 年４月診療分から

図３　市町村間異動月の自己負担限度額

高
額
療
養
費
制
度
が

変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
制
度
の
変
更

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
１
カ
月
（
月

の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
）の
医
療
費（
保

険
診
療
分
）
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
超
過
額
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

自
己
負
担
限
度
額
が

一
部
変
更

　

70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額

が
、
８
月
診
療
分
か
ら
一
部
変
更
に
な

り
ま
す
。（
図
１
）

　

区
分
が
「
一
般
」
の
個
人
ご
と
［
外

来
の
み
］
に
該
当
す
る
人
の
自
己
負
担

限
度
額
が
１
万
４
０
０
０
円
か
ら
１
万

８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、

「
現
役
並
み
所
得
者
」
が
３
段
階
に
分

け
ら
れ
、
個
人
ご
と
［
外
来
の
み
］
の

自
己
負
担
限
度
額
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者（
３
割
負
担
）の
人
の

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の

人
は
、
高
齢
受
給
者
証
を
医
療
機
関
な

ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
で

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
度
改

正
に
よ
り
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
区

分
が
細
分
化
さ
れ
た
た
め
、「
現
役
並

み
所
得
者
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
」
の
人
に
つ
い

て
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
す
る
場
合
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」（
以
下
、
認
定
証
）
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（「
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
」
の
人
は

高
齢
受
給
者
証
の
提
示
の
み
）

　

認
定
証
は
国
保
課
の
窓
口
で
交
付
し

て
い
る
の
で
、
高
額
な
診
療
を
受
け
る

場
合
は
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
間
上
限
額
を
超
え
た
人
に
は

　

区
分
が
「
一
般
」
の
人
の
う
ち
、
平

成
29
年
８
月
か
ら
平
成
30
年
７
月
診
療

分
の
医
療
費
が
年
間
上
限
額
14
万
４
０

０
０
円
を
超
え
た
人
に
対
し
、
支
給
申

請
の
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
診
療
分
か
ら
の
北
海

道
内
の
市
町
村
間
異
動
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営

が
都
道
府
県
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
伴
い
、
道
内
の
別
の
市
町
村
か
ら

転
居
し
、
世
帯
の
継
続
性
が
保
た
れ
て

い
る
場
合
（
世
帯
構
成
に
変
更
が
な
い

な
ど
）、「
高
額
療
養
費
該
当
回
数
の
引

き
継
ぎ
」
や
「
住
所
異
動
月
に
お
け
る

自
己
負
担
限
度
額
」
の
取
り
扱
い
が
一

部
変
更
と
な
り
ま
す
。

多
数
回
該
当
の
引
き
継
ぎ

　

高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
（
70
歳
以

上
の
個
人
ご
と
［
外
来
］
の
み
の
高
額

療
養
費
は
除
く
）
が
過
去
12
カ
月
で
４

回
以
上
に
な
る
場
合
（
多
数
回
該
当
）、

自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
額
療
養
費
の
該
当
回

数
は
保
険
者
（
健
康
保
険
の
主
体
）
ご

と
だ
っ
た
た
め
、
別
の
市
町
村
に
転
居

す
る
と
、
該
当
回
数
は
引
き
継
が
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
運
営
体
制
変
更
後
（
平
成

30
年
４
月
診
療
分
）
か
ら
は
、
道
内
の

別
の
市
町
村
へ
の
転
居
で
あ
れ
ば
、
高

額
療
養
費
の
該
当
回
数
が
引
き
継
が
れ
、

通
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
２
）

市
町
村
間
異
動
月
の
自
己
負
担
限
度
額

に
つ
い
て

　

自
己
負
担
限
度
額
は
保
険
者
ご
と
で

適
用
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
月
の
途

中
で
別
の
市
町
村
へ
の
住
所
異
動
を
し

た
場
合
、
転
出
前
後
の
市
町
村
で
、
そ

れ
ぞ
れ
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
負
担

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
運

営
体
制
変
更
後
は
道
内
の
別
の
市
町
村

へ
の
転
居
の
場
合
、
異
動
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
転
居
前
後
の
市
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。（
図

３
）

　

さ
ら
に
、
69
歳
以
下
の
人
の
合
算
対

象
基
準
額
（
２
万
１
０
０
０
円
）
に
つ

い
て
も
２
分
の
１
（
１
万
５
０
０
円
）

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
に
移
行
す
る
場
合
の
自
己
負
担
限
度

額
は
、
国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
そ
れ

ぞ
れ
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
が
、
75
歳

到
達
月
の
途
中
に
市
町
村
間
異
動
を
す

る
場
合
は
、
転
出
前
後
の
市
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
４
分
の
１
の
自
己
負
担
限
度
額

と
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
支
給
申
請
の

勧
奨
通
知
を
送
付

　

８
月
診
療
分
か
ら
、
医
療
機
関
よ
り

請
求
の
あ
っ
た
診
療
報
酬
明
細
書
に
基

づ
き
、
高
額
療
養
費
の
支
給
見
込
み
額

が
１
０
０
０
円
を
超
え
る
世
帯
に
対
し

て
、
高
額
療
養
費
支
給
申
請
の
勧
奨
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

　

送
付
時
期
は
診
療
月
の
３
カ
月
後
を

予
定
し
て
い
ま
す
。（
11
月
か
ら
送
付

開
始
予
定
）

【
70
歳
以
上
の
人
】

　

該
当
の
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
兼
ね

た
通
知
を
送
付
す
る
の
で
、
必
要
事
項

に
記
入
・
押
印
し
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
す
る
こ
と
で
、
高
額
療
養
費

の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
69
歳
以
下
の
人
】

　

該
当
の
世
帯
に
は
お
知
ら
せ
を
送
付

す
る
の
で
、
領
収
書
な
ど
を
持
参
し
、

国
保
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
診
療
報
酬
明
細
書
の
内
容
や

請
求
時
期
な
ど
に
よ
り
、
勧
奨
通
知
が

送
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
領

収
書
の
金
額
か
ら
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
国
保
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
保
課
給
付
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額
の
一
部
変
更
や
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交

付
対
象
の
拡
大
、
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
る
制
度
の
改
正
の
ほ
か
、
高
額
療
養
費
の
申
請
勧
奨
の
取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

全員
対象

70歳
以上

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

高額療養費該当回数 １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

高額療養費該当回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目

北海道内の他市町村から
転居した場合

同月内に３市町村を異動した場合でも、自己負担限度額はそれぞれ２分の１になります。

「現役並み所得者」は、平成30年８月診療分より、下記の通り細分化されます。
　「現役Ⅲ」：課税標準額が690万円以上　「現役Ⅱ」：課税標準額が380万円以上
　「現役Ⅰ」：課税標準額が145万円以上
・現役Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと同世帯にいる70歳以上の被保険者も同じ区分になります。
「一般」　　住民税課税世帯で現役Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに該当しない人
「区分Ⅱ」　世帯主と国保加入者全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない人
「区分Ⅰ」　世帯主と国保加入者全員が住民税非課税であり、各世帯員の所得が必要経費・控除（年金の所
　　　　　得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに０円となる世帯の人
※１  多数回該当限度額　高額療養費の支給が過去12カ月以内に４回以上になったときの自己負担限度額
※２  年間上限額　１年間（８月１日から翌年７月31日まで）の外来（一般区分）の自己負担限度額合計の限度額

平成 29 年８月から平成 30 年７月診療分まで

区　分 世帯ごと
［入院と外来］

個人ごと
［外来のみ］

現役並み
所得者 ５万7600円

８万100円＋（総医療費
－26万7000円）×１％

［多数回該当限度額※１

４万4400円］

一　般
１万4000円

［年間上限額※２

14万4000円］

５万7600円
［多数回該当限度額※１

４万4400円］
住民税
非課税

区分Ⅱ 8000円 ２万4600円
区分Ⅰ 8000円 １万5000円

平成 30 年８月診療分から

世帯ごと
［入院と外来］

個人ごと
［外来のみ］
現
役
Ⅲ

25万2600円＋（総医療費
－84万2000円）×１％

［多数回該当限度額※１14万100円］
現
役
Ⅱ

16万7400円＋（総医療費
－55万8000円）×１％

［多数回該当限度額※１９万3000円］
現
役
Ⅰ

8万100円＋（総医療費
－26万7000円）×１％

［多数回該当限度額※１４万4400円］
１万8000円

［年間上限額※２

14万4000円］

５万7600円
［多数回該当限度額※１

４万4400円］
8000円 ２万4600円
8000円 １万5000円

細
分
化
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国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
定

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
率

と
上
限
額
が
決
定
し
ま
し
た
。（
表
１
）

　

保
険
料
は
、
⑴
医
療
保
険
分
、
⑵
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
⑶
介
護
保
険
分

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の
み
）
を

合
計
し
た
も
の
で
す
。

　

⑴
～
⑶
そ
れ
ぞ
れ
が
、
①
世
帯
単
位

で
掛
か
る「
平
等
割
」、
②
加
入
者
一
人

ず
つ
に
掛
か
る「
均
等
割
」、
③
加
入
者

全
員
の
前
年
所
得
※
１
で
算
定
す
る
「
所

得
割
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
１　

前
年
所
得　

前
年
の
収
入
か
ら

必
要
経
費
（
所
得
税
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
公
的
年
金
控
除
額
や
給
与
所
得
控

除
額
な
ど
）
を
差
し
引
い
た
額
で
、
社

会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
配
偶

者
控
除
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
収
入
は
含
み
ま
せ
ん
。

低
所
得
世
帯
の
保
険
料
軽
減

　

低
所
得
世
帯
は
、
４
月
１
日
の
世
帯

内
の
加
入
者
数
と
前
年
中
の
所
得
に
よ

り
、
保
険
料
の
平
等
割
と
均
等
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）

　

加
入
者
数
に
は
国
保
（
国
保
組
合
を

除
く
）
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
「
旧
国
保
被
保
険
者
」
を
含

み
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
は
、
世
帯
主
が
加
入
し
た
日
の
加

入
者
数
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
は
２
通
り

◆
普
通
徴
収

　

口
座
振
替
や
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
方
法
で
す
。

　

１
年
分
を
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
10
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。
年
度
途

中
に
加
入
し
た
場
合
は
、
届
け
出
の
翌

月
か
ら
の
納
付
開
始
と
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収　

　

年
金
天
引
き
で
納
め
る
方
法
で
す
。

世
帯
内
の
国
保
加
入
者
の
年
齢
な
ど
、

一
定
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
世

帯
の
み
が
対
象
で
す
。（
表
３
）

　

既
に
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
人
は
、

特
別
徴
収
の
対
象
外
で
す
。

納
め
方
の
変
更

◆
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ

　

世
帯
主
が
65
歳
に
な
り
、
一
定
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
普
通
徴
収

か
ら
特
別
徴
収
に
自
動
的
に
変
更
と
な

り
ま
す
。（
表
３
・
４
）

　

国
保
の
加
入
状
況
な
ど
で
、
開
始
時

期
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ

　

特
別
徴
収
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る

世
帯
で
も
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
者
は
、「
被
保
険
者
証
」「
通
帳

な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
」「
そ

の
口
座
の
届
け
出
印
」
を
持
参
し
、
国

保
課
保
険
料
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
の
中
止
に
は
、
２
～
４
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
簡
単
に

　

国
保
課
窓
口
で
、
金
融
機
関
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端
末
に
通
し
、

暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
簡
単

に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
便
利
な

口
座
振
替
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
金
融
機
関　

帯
広
信
用
金
庫
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

平
成
30
年
度
国
保
料
が
決
定

加
入
者
み
ん
な
で
支
え
合
う
「
国
民
健
康
保
険
制
度
」

国
保
課
保
険
料
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
、
出
産
な
ど
に
必
要
な
医
療
費
な
ど
の

給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

平成 29 年度 平成 30 年度

（１）
医療保険分

①平等割 ２万 8170 円 ２万 4350 円
②均等割 ２万 5950 円 ２万 2670 円
③所得割 9.69% 7.58%

上限額 54 万円 58 万円

（２）
後期高齢者

支援金分

①平等割 8890 円 8590 円
②均等割 8190 円 8000 円
③所得割 2.94% 2.76%

上限額 19 万円 19 万円

（３）
介護保険分
40 歳以上65歳
未満の人のみ

①平等割 7940 円 7140 円
②均等割 9920 円 9030 円
③所得割 2.46% 2.00%

上限額 16 万円 16 万円

軽減割合
国保加入者数

（旧国保被保険
者含む）

国保加入者と世帯主の前年所得
（旧国保被保険者含む）

７割 何人でも 33 万円以下

５割

１人 60 万 5000 円以下
２人 88 万円以下
３人 115 万 5000 円以下

１人増えるごとに 27 万 5000 円を加算した金額以下

２割

１人 83 万円以下
２人 133 万円以下
３人 183 万円以下

１人増えるごとに 50 万円を加算した金額以下

表１　平成 30 年度の国民健康保険料率と上限額

表２　低所得者の軽減割合（平成 30 年度以降）

（　　 　   ）

表３　特別徴収の対象となる世帯の条件

表４　普通徴収から特別徴収へ変更となる時期の目安

①世帯内の国保加入者全員が65歳以上75歳未満
②世帯主（納付義務者）が国保に加入している
③国民健康保険料を口座振替で納付していない
④世帯主が年額18万円以上の年金※2を受給している
⑤介護保険料と国民健康保険料の1期分の特別徴収額の
　合計が、１回分の年金受給額の２分の１を超えない

世帯主が今年度中に 75 歳になる世帯は特別徴収の対象外です。
※２　特別徴収の対象となる年金は政令で定められています。
複数の年金を受給している場合は、受給額の大小ではなく政令の
定める順位により対象となる年金を決定します。年金の種類で一
番順位が高いのは、「老齢基礎年金」です。

世帯主が65歳になる時期 特別徴収へ変更と
なる時期の目安

平成30年　4月3日～平成30年10月2日 ▶ 平成31年   4月
平成30年10月3日～平成30年12月2日 ▶ 平成31年   6月
平成30年12月3日～平成31年　2月2日 ▶ 平成31年   8月
平成31年　2月3日～平成31年　4月2日 ▶ 平成31年10月

夫婦＋子ども２人の４人世帯 夫婦２人世帯
夫：41歳、給与所得199万円（給与収入310万円）
妻：38歳、給与所得55万円（給与収入120万円）
子ども２人：所得なし

夫：72歳、年金所得138万円（年金収入258万円）
妻：70歳、年金所得0円（年金収入90万円）

●軽減判定（表２参照）…軽減非該当
　夫の給与所得 199 万円＋妻の給与所得 55 万円＝ 254 万円
　４人世帯で軽減判定基準所得が 254 万円→軽減非該当
●所得割基礎額　188 万円（1000 円未満切捨て）
　夫：給与所得 199 万円－基礎控除 33 万円＝ 166 万円
　妻：給与所得 55 万円－基礎控除 33 万円＝ 22 万円

（1） 医療保険分　25 万 7500 円（100 円未満切捨て）
　   ①平等割　２万 4350 円
　   ②均等割　２万 2670 円×４人＝９万 680 円
　   ③所得割　所得割基礎額 188 万円× 7.58％＝ 14 万 2504 円
　   　医療保険分年額　①＋②＋③＝ 25 万 7534 円

（2） 後期高齢者支援金分　９万 2400 円（100 円未満切捨て）
　   ①平等割　8590 円
　   ②均等割　8000 円×４人＝３万 2000 円
　   ③所得割　所得割基礎額 188 万円× 2.76％＝５万 1888 円
　   　後期高齢者支援金分年額　①＋②＋③＝９万 2478 円

（3） 介護保険分（夫のみ該当）　４万 9300 円（100 円未満切捨て）
　   ①平等割　7140 円
　   ②均等割　9030 円×１人＝ 9030 円
　   ③所得割　所得割基礎額 166 万円× 2.00％＝３万 3200 円
　   　介護保険分年額　①＋②＋③＝４万 9370 円

●軽減判定（表２参照）…２割軽減該当
　夫の年金所得 138 万円－ 15 万円※３＋妻の年金所得 0 円
　＝ 123 万円
　２人世帯で軽減判定基準所得が 123 万円→２割軽減該当
　※３　平成 30 年１月１日時点で 65 歳以上の年金所得者は、年金所得
　から 15 万円を引いた額で軽減判定基準所得を計算します。  

●所得割基礎額　105 万円（1000 円未満切捨て）
　夫：年金所得 138 万円－基礎控除 33 万円＝ 105 万円
　妻：0 円

（1） 医療保険分　13 万 5300 円（100 円未満切捨て）
　   ①平等割　２万 4350 円
　   ②均等割　２万 2670 円×２人＝４万 5340 円
　   ③所得割　所得割基礎額 105 万円× 7.58％＝７万 9590 円
　   ④軽減額（２割軽減）（①＋②）× 0.2 ＝１万 3938 円
　   　医療保険分年額　①＋②＋③－④ ＝ 13 万 5342 円

（2） 後期高齢者支援金分　４万 8600 円（100 円未満切捨て）
　   ①平等割　8590 円
　   ②均等割　8000 円×２人＝１万 6000 円
　   ③所得割　所得割基礎額 105 万円× 2.76％＝２万 8980 円
　   ④軽減額（２割軽減）（①＋②）× 0.2 ＝ 4918 円
　   　後期高齢者支援金分年額　①＋②＋③－④ ＝４万 8652 円

国保料年額　（1）＋（2）＋（3）＝ 39 万 9200 円 国保料年額　（1）＋（2）＝ 18 万 3900 円

計算例

1
計算例

2
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
費

の
約
５
割
を
税
金
な
ど
で
、
約
４
割
を

若
年
者
の
保
険
料
で
、
残
り
の
１
割
を

高
齢
者
の
保
険
料
で
賄
う
仕
組
み
で
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

国
民
健
康
保
険
で
は
世
帯
ご
と
に
保

険
料
を
納
め
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
保

険
料
を
納
め
ま
す
。
保
険
料
は
、
す
べ

て
の
加
入
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
、
加
入
者
の
前
年
所
得
※

に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
で
、
加
入
者
一
人
ず
つ
計
算
し
ま

す
。

　

保
険
料
を
算
出
す
る
保
険
料
率
は
、

制
度
を
運
営
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
、
原
則
２
年
ご
と
に

見
直
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
保
険
料

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
均
等
割

額
が
５
万
２
０
５
円
、
所
得
割
額
の
基

礎
と
な
る
所
得
割
率
が
10
・
59
％
、
保

険
料
の
限
度
額
は
62
万
円
で
す
。（
図
１
）

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
額
と
納
め
方

は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
保
険
料
は
制
度
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減

均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
均
等
割

額
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

※　

前
年
所
得　
　
　
　

　

前
年
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
（
所
得

税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
的
年
金
控

除
額
や
給
与
所
得
控
除
額
な
ど
）
を
差

し
引
い
た
額
で
、
社
会
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
を
差

し
引
く
前
の
額
で
す
。
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
収
入
は
含
み

ま
せ
ん
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
均
等
割
額
の
５

割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。（
表
２
）

　

軽
減
は
加
入
者
全
員
と
世
帯
主
の
所

得
で
判
定
し
ま
す
。
世
帯
主
が
加
入
者

で
な
い
場
合
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
65
歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
所
得

は
、
対
象
と
な
る
所
得
か
ら
15
万
円
を

限
度
に
差
し
引
い
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

収
入
が
な
か
っ
た
人
や
非
課
税
所
得

（
遺
族
、
障
害
年
金
な
ど
）
で
生
活
し
て

い
る
人
で
も
、
軽
減
対
象
と
な
る
に
は
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

所
得
割
額
の
軽
減
が
終
了

　

一
定
の
所
得
（
91
万
円
）
以
下
の
人

に
つ
い
て
、
所
得
割
額
が
「
２
割
」
軽

減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度

か
ら
は
軽
減
が
な
く
な
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
保
険
料
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
均
等
割
軽
減
割
合
が
、
見

直
さ
れ
ま
し
た
。（
表
３
）

保
険
料
の
納
め
方
は
２
通
り

◆
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

年
６
回
の
年
金
受
給
時
に
保
険
料
が

あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

対
象
者

・
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

人
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
１
期
分
の
特

別
徴
収
額
が
、
１
回
分
の
年
金
受
給

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
除

く
）

◆
普
通
徴
収（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
）

　

平
成
30
年
度
保
険
料
額
（
４
月
～
翌

年
３
月
の
12
カ
月
分
）
を
７
月
～
翌
年

３
月
の
９
回
に
分
け
て
、
口
座
振
替
ま

た
は
納
付
書
で
納
め
ま
す
。

対
象
者

・
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

・
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
か
ら
口
座
振
替
へ
変
更

す
る
手
続
き
を
し
た
人

納
め
方

　

口
座
振
替
で
納
め
る
場
合
、
振
替
日

は
７
月（
第
１
期
）か
ら
翌
年
３
月（
第

９
期
）
ま
で
の
各
月
の
末
日
で
す
（
第

６
期
を
除
く
）。
末
日
が
休
日
、
土
・

日
曜
日
の
場
合
は
金
融
機
関
の
翌
営
業

日
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
・
30
年
度
の
途
中
で

75
歳
に
な
っ
た
人
や
、
帯
広
市
に
転
入

し
て
き
た
人
、
保
険
料
の
軽
減
な
ど
で

一
度
特
別
徴
収
が
停
止
に
な
っ
た
人
な

ど
は
、
年
度
の
途
中
で
特
別
徴
収
に
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
方
の
変
更

・
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ

　

特
別
徴
収
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
で
も
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、「
口

座
振
替
依
頼
書
」
と
「
納
付
方
法
選
択

申
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
国
保

課
保
険
料
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

②
口
座
の
届
け
出
印

③
保
険
証

　

な
お
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
に
よ
る

手
続
き
も
で
き
ま
す
（
帯
広
信
用
金
庫
、

北
洋
銀
行
、
北
海
道
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
）。
手
続
き
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
停

止
す
る
際
、
２
～
４
カ
月
程
度
か
か
る

の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
の
保
険
証
を
、
７
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。新
し
い
保
険
証（
桃

色
）
が
届
い
た
ら
、
今
ま
で
お
使
い
の

保
険
証
（
黄
色
）
は
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

割
合
や
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
の
詳
細

は
、
保
険
証
に
同
封
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
が
一
部
変
更

　

自
己
負
担
限
度
額
が
、
平
成
30
年

８
月
診
療
分
か
ら
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
。
区
分
が
「
一
般
」
の
個
人
ご
と

［
外
来
の
み
］
に
該
当
す
る
人
の
自
己

負
担
限
度
額
が
１
万
４
０
０
０
円
か
ら

１
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

ほ
か
、「
現
役
並
み
所
得
者
」
が
３
段

階
に
分
け
ら
れ
、
個
人
ご
と
［
外
来
の

み
］
の
自
己
負
担
限
度
額
が
廃
止
に
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
３
頁
の
上
段
、
図

１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

現
役
並
み
所
得
者（
３
割
負
担
）の
人

の
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の

人
は
、
高
齢
者
受
給
者
証
を
医
療
機
関

な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口

で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
度

改
正
に
よ
り
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の

区
分
が
細
分
化
さ
れ
た
た
め
、「
現
役
並

み
所
得
者
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
」
の
人
に
つ
い

て
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
す
る
場
合
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」（
以
下
、
認
定
証
）
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（「
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
」
の
人
は

高
齢
者
受
給
者
証
の
提
示
の
み
）

認
定
証
は
国
保
課
の
窓
口
で
交
付
し

て
い
る
の
で
、
高
額
な
診
療
を
受
け
る

場
合
は
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
加
入
者
へ

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

健
康
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
、
加
入
者
が
受
診
し
た
医
療

機
関
名
と
医
療
費
を
記
載
し
た
医
療
費

通
知
を
、
年
２
回
、
９
月
と
３
月
に
送

付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
診
・
歯
科
ド
ッ
ク

（
年
１
回
無
料
）を
受
診
し
よ
う

５
月
上
旬
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
、
健
診
の

無
料
受
診
券
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で

送
付
し
て
い
ま
す
。
実
施
病
院
や
コ
ミ

セ
ン
な
ど
で
受
診
で
き
ま
す
。
ま
た
、

歯
科
ド
ッ
ク
は
市
内
の
十
勝
歯
科
医
師

会
会
員
の
歯
科
医
院
で
受
診
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
医
療
を
み
ん
な
で
支
え
る

75
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
が
対
象
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は
保
険
料
係
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
、
保

険
証
の
交
付
や
医
療
費
に
関
す
る
こ
と
は
給
付
係
、
☎
65
・
４
１
３
８
）、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
１
・

２
９
０
・
５
６
０
１
）

　
平
成
30
年
度
の
保
険
料
の
計
算
方
法
や
納
め
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

図１　平成 30 年度の保険料

表１　均等割額の軽減

表２　均等割額軽減の拡大内容

表３　被用者保険の被扶養者であった人の軽減見直し

保険料の軽減に該当す
る場合は、上記金額か
ら軽減されます。（均等
割額の軽減参照）

年度の途中で加入・
脱退した場合の保
険料は、月割にな
ります。

均等割額
5 万 2 0 5円 ＋ ＝ 年間保険料額

（限度額 62 万円）

所得割額
前年の所得から

33 万円を引いた額
×所得割率 10.59％

軽減
割合

世帯主と加入者の所得の合計が
次の金額以下の世帯

軽減後の
均等割額

９割 33 万円（加入者全員が年金収入 80
万円以下で他の所得がない） 5020 円

8.5割 33 万円 7530 円

 ５割 33 万円＋（27 万 5000 円×加入者の
数） ２万 5102 円

２割 33 万円＋（50 万円×加入者の数） ４万 164 円

平成 29 年度
5割 33 万円＋ 27 万円×加入者数
2割 33 万円＋ 49 万円×加入者数

区分 平成 29 年度
所得割 かかりません
均等割 １万 4942 円

平成 30 年度
33万円＋27万5000円×加入者数
33 万円＋ 50 万円×加入者数

平成 30 年度
かかりません
２万 5102 円

所得の状況により、均等割額の軽減割合が９割、または 8.5割に該当
することがあります。
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特
定
健
診
を
受
診
し
て

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

帯
広
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
が
対
象

毎
年
、
受
診
す
る
必
要
は

あ
る
の
？

　

生
活
習
慣
病
は
進
行
す
る
ま
で
自
覚

症
状
の
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、「
体

調
が
良
い
か
ら
健
康
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
体
の
中
で
は
病
気
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
気
付
け
な
い
体
の
異
常
を

発
見
で
き
る
の
が
健
診
で
す
。
毎
年
受

診
し
、
数
値
が
ど
の
程
度
変
化
し
て
い

る
か
、
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
は
な
く
て
も
将
来
を
見

据
え
て
、
病
気
に
な
り
に
く
い
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
定
健
診
で

何
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
？

　

特
定
健
診
で
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
の

目
安
）
や
血
圧
・
血
液
検
査
な
ど
の
数

値
か
ら
、
現
在
の
体
の
状
態
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
表
）

　

ま
た
、
血
圧
な
ど
の
数
値
に
よ
り
医

師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
心
電
図

検
査
、
眼
底
検
査
を
追
加
で
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

市
独
自
の
実
施
項
目
で
あ
る
「
じ
ん

機
能
」の
検
査
数
値
は
、早
期
の
糖
尿
病

や
慢
性
腎
臓
病
の
発
見
に
も
有
効
で
す
。

特
定
健
診
の
受
け
方
は
？

　

受
診
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

帯
広
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
対
象

者
に
、
５
月
上
旬
に
黄
色
の
封
筒
に
入

れ
た
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。　

　

受
診
の
方
法
は
、「
特
定
健
診
の
受

け
方
」（
図
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
～

74
歳
の
人

　

国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

受
診
券
と
健
康
保
険
証

　

年
度
途
中
で
国
保
に
新
規
加
入
し
た

人
や
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
、
受
診

券
を
発
行
す
る
の
で
、
国
保
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
も
同
時
に
で
き
る

　

帯
広
市
が
実
施
す
る
「
各
種
が
ん
検

診
」
や
、「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
は
特

定
健
診
と
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
施
病
院
で
は
、
大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
※
１

を
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
は
そ
の
３
種
類

に
加
え
、
肺
が
ん
・
胃
が
ん
検
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
各
種
検
診
も
国
保
加
入
者

は
無
料
で
す
。
病
気
の
早
期
発
見
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。
受
診
す
る
に
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。
が
ん
検
診
の
み

受
診
の
際
は
、
受
診
券
は
不
要
で
す
。

※
１　

病
院
に
よ
り
実
施
す
る
検
診
が

異
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す

　

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
人
は
、
無
料
で
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
年
の
生
活
習
慣
を
変
え
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
特
定
保
健
指
導
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
医
師
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど

が
協
力
し
て
、
そ
の
人
と
一
緒
に
目
標

を
考
え
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

指
導
後
は
、
多
く
の
人
に
血
圧
や
血

液
検
査
の
数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
や
市
民
の
健
康
度
を
高
め
る
た
め
、

市
内
10
カ
所
で
健
康
度
ア
ッ
プ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

職
場
健
診
を
受
診
、
定
期
通
院
で

検
査
を
行
っ
て
い
る
国
保
加
入
者

  

職
場
健
診
を
受
診
し
て
い
る
人
で
特

定
健
診
を
受
診
し
な
い
人
は
、
職
場
健

診
の
結
果
を
国
保
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
定
期
通
院
に
よ
り
特
定

健
診
と
同
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
人

は
、
情
報
提
供
実
施
医
療
機
関
か
ら
検

査
結
果
を
国
保
課
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ

と
に
代
え
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
受
診

券
に
同
封
の
お
知
ら
せ
７
頁
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
が
増
え
る
と

保
険
料
が
高
く
な
る

  

国
保
で
は
、
加
入
者
の
医
療
費
の
７

～
８
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
国
保
の
場
合
、
全
国
・
北
海

道
と
比
べ
て
、「
糖
尿
病
」
の
１
人
当

た
り
の
医
療
費
の
割
合
が
大
き
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
男
女
と
も
に
50

～
60
歳
代
に
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る

割
合
が
増
え
る
た
め
、
40
歳
代
か
ら
の

健
診
受
診
が
よ
り
重
要
で
す
。

　

医
療
費
は
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
健
康
で
い
る
た
め
、
ま
た
、
医
療
費

の
増
加
に
よ
っ
て
保
険
料
が
高
く
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
継
続
的

に
運
動
し
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

  

市
が
考
案
し
た
健
康
づ
く
り
体
操

「
オ
ビ
ロ
ビ
」
は
、
家
の
中
で
で
き
る

簡
単
な
体
操
で
す
。
国
保
課
、
健
康
推

進
課
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
診
方
法
は
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）、
健
診
結
果
や
特
定
保
健
指
導
は
健
康
推

進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
、
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

無 料

検 索帯広市  特定健診

問　診 現在の健康状態、服薬、既往歴、生活習慣の確認
身体計測 身長、体重、腹囲、ＢＭＩ（肥満の目安）計算
血圧測定 最高血圧、最低血圧

尿検査 尿糖、尿たんぱく

血液検査

血中脂質（中性脂肪、HDL・LDLコレステロール）
血糖（ヘモグロビン A

エーワンシー

1c、空腹時血糖）
肝機能（ＡＬＴ、ＡＳＴ、γ

ガンマ

- ＧＴ）
じん機能（尿酸、血清クレアチニン）
貧血（医師が検査を必要と認めた場合）

医師の診察 触診・聴診などを行い異常がないか診察

表 【検査項目】

⇦受診券

⇩黄色の封筒

受診券は国保の人
間ドック・脳ドック
当選者には送りま
せん。

「特定保健指導」
の案内が同封さ
れた場合

※２  日程表や実施病院は、受診券に同封のお知らせに掲載しています。
※３  前立腺がん検診の対象は、50歳以上です。
※４  肝炎ウイルス検診の対象は、過去に当検診を受診していない人です。

どちらか選ぶ

図

特定健診の受け方

受診券が届く
（５月上旬に郵送）

コミセンや福祉センターなど 実施病院（市内43カ所）

受診する（受診券と健康保険証を持参）

１週間～１カ月後に健診結果が届く

日程表※２から都合のよい日を
選び、対がん協会に予約
☎ 27・2345

【次のがん検診なども予約可能】
●大腸がん検診
●前立腺がん検診※３

●肝炎ウイルス検診※４

●胃がん検診
●肺がん検診、喀

かく

痰
たん

検査

▶健診の結果、生活習慣病のリスクが高い人には
「特定保健指導」の案内を同封しています。

個人に合わせた無理のない計画を立て、
それに沿った生活を実践します。３カ月
後にその変化を確認します。

実施病院※２に直接予約
【次のがん検診なども予約可能】
●大腸がん検診
●前立腺がん検診※３

●肝炎ウイルス検診※４

病院によってはがん検診な
どを実施していないことが
あるので事前に確認してく
ださい。

特定保健指導（無料）

特定保健指導の様子
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帯
広
市
・
支
援
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

創
業
者
を
支
援

　

帯
広
市
で
は
、
創
業
希
望
者
の
活
動

の
支
援
の
た
め
、
十
勝
管
内
全
域
の
自

治
体
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
金
融

機
関
な
ど
と
連
携
し
「
特
定
創
業
支
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
事
業
に
は
、
帯
広
商
工
会

議
所
の
「
相
談
窓
口
」、
金
融
機
関
の

「
融
資
、
保
証
、
相
談
窓
口
、
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
が
あ
り
、
創
業
希
望
者
が
経

営
、
財
務
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓
に

つ
い
て
指
導
や
助
言
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
支
援
事
業
を
受
け

た
人
は
、
市
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

会
社
設
立
の
際
の
登
録
免
許
税
軽
減
な

ど
の
国
の
支
援
策
が
活
用
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
２
）

歯
科
健
診
・
フ
ッ
素

塗
布
で
虫
歯
０ゼ

ロ

に

創
業
希
望
者
の

活
動
を
支
援

　
子
ど
も
の
歯
は
虫
歯
に
な
り
や
す
く
予
防
が
大
切
で
す
。
生
涯
の
健
康
の
た

め
、
歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

１
歳
６
カ
月
か
ら
６
歳
の
子
ど
も
が
対
象

さ
ま
ざ
ま
な
創
業
支
援
策
が
あ
り
ま
す

率
が
、
全
国
・
全
道
に
比
べ
低
下
し
て

き
て
い
ま
す
。（
図
）

　

歯
科
健
診
は
、
虫
歯
の
有
無
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
の
歯
の
磨
き
方
や
ケ

ア
の
方
法
、
口
腔
機
能
の
発
達
に
つ
い

て
も
相
談
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
定

期
的
に
受
け
て
、
虫
歯
か
ら
歯
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

幼
児
健
診
で
受
け
る
歯
科
健
診

　

１
歳
６
カ
月
児
と
３
歳
児
の
歯
科
健

診
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

ま
す
。
１
歳
６
カ
月
児
健
診
で
発
行
さ

れ
る「
受
診
カ
ー
ド
」を
、
健
診
後
１
カ

月
以
内
に
指
定
す
る
市
内
歯
科
医
療
機

関
で
提
示
す
る
と
、
フ
ッ
素
塗
布
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
歯
科
医
療
機
関
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
科
医
療
機
関
で
受
け
る
歯
科
健
診

　

２
歳
児
、
２
歳
６
カ
月
児
、
３
歳
６

カ
月
児
、
４
歳
児
、
４
歳
６
カ
月
児
、

５
歳
児
、
５
歳
６
カ
月
児
、
６
歳
児
は
、

誕
生
日
か
ら
１
カ
月
以
内
に
、
指
定
す

る
市
内
歯
科
医
療
機
関
で
歯
科
健
診
・

フ
ッ
素
塗
布
が
一
緒
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

受
診
に
は
、「
受
診
カ
ー
ド
」
の
提
示

が
必
要
で
す
。
１
歳
６
カ
月
児
健
診
を

未
受
診
、
ま
た
は
市
外
か
ら
転
入
し
て

き
た
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

起
業
家
育
成
事
業

　

〜
Ｓス

テ

ッ

プ

ｔ
ｅ
ｐ　
ｕア

ッ
プｐ　

Ｎネ

ク

ス

ト

ｅ
ｘ
ｔ
〜

　

市
で
は
、
30
歳
未
満
の
若
年
層
の
起

業
へ
の
動
機
付
け
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ 

ｕ
ｐ 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
若
手
社
会

人
や
学
生
な
ど
20
人
が
、
講
演
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
起
業
や

そ
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
度
の

実
施
内
容
は
、

詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
広

報
お
び
ひ
ろ

な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
歯
は
ど
う
せ
抜
け
替
わ

る
か
ら
」「
子
ど
も
が
嫌
が
る
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
、
子
ど
も
の
歯
科
受
診

に
抵
抗
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

乳
幼
児
期
の
歯
は
、
永
久
歯
の
質
や

歯
並
び
だ
け
で
な
く
、
生
涯
の
健
康
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
乳
幼
児

期
か
ら
歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布
を
受

け
、
虫
歯
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。無

料
で
受
け
ら
れ
る

歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布

　

市
で
は
平
成
18
年
度
よ
り
、
１
歳
６

カ
月
か
ら
６
歳
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

半
年
ご
と
に
歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平

成
26
年
度
か
ら
３
歳
児
の
虫
歯
の
保
有

商
業
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ

図  ３歳児の虫歯保有率の推移

検 索帯広市  幼児歯科健診

歯磨き指導も受けられます

出典：帯広保健所（全国・全道）

アドバイザーと参加者の交流

27

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

24

18

21

15

12

9

（%）

（年度）

帯広市

全道全国

虫歯を持つ
子どもが急激
に減少！！

帯広市独自の創業支援制度はありますか？

国の支援策にはどのようなものがありますか？

歯磨きだけで虫歯は予防できないの？

フッ素にはどんな働きがあるの？

フッ素は安全ですか？

よくある Ａ

次のような、支援策があります。
・会社設立の際にかかる登録免許税を半額に軽減
・無担保、第三者保証人なしの創業関連保証を事業

開始の６カ月前から利用可能
・日本政策金融公庫の新創業融資制度における自

己資金要件の充足（自己資金要件を充足している
ものとして同制度を利用可能）

・日本政策金融公庫の新規開業支援資金の貸し付
け利率引き下げ

歯磨きで歯垢を取ることはできますが、歯の境目、
歯と歯茎の間、奥歯の溝は、歯ブラシの毛先が届き
にくく、歯磨きだけでは限界です。フッ素塗布で虫
歯になりにくい強い歯をつくり、食事や間食などの
生活習慣に気を付け予防しましょう。

歯を強化したり、虫歯菌に負けない歯をつくる働き
があります。

フッ素塗布治療で使用される「フッ化ナトリウム」
は、安全性が高く危険性はありません。フッ化
ナトリウムを一度に３グラム程度を飲み込んだ場
合に嘔

おう

吐
と

や腹痛などの症状が起こる事があります
が、歯科医療機関で行うフッ素塗布で一度に飲み
込むことはあり得ません。

市では、中小企業者の資金調達を目的に「帯広市中
小企業振興融資制度」を設け、市内中小企業者を対
象に、金融機関を通じた低利の融資を行っています。
・新規開業支援資金（限度額は運転・設備各1000万円）
・ニューフロンティア資金（限度額は運転 3000 万

円・設備１億円。十勝の農畜産物など地域の優位
性を生かした事業活動が条件）

融資制度の詳細は、商業まちづくり課に問い
合わせるか、市ホームページをご覧ください。

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

創業支援策について教えてください

＆Ｑ教えて！
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多
感
な
時
期
に
差
し
掛
か
る
と
、
親

で
あ
っ
て
も
言
い
に
く
い
こ
と
、
仲
良

し
の
友
だ
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
相
談
し
づ

ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
相
手
が

見
つ
か
ら
な
い
と
き
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ

ン
相
談
に
一
度
電
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

社
会
生
活
や
体
の
変
化
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

昨
年
度
の
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談
へ

の
相
談
件
数
は
、
１
２
７
件
で
し
た
。

相
談
内
容
は
、
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、

就
労
不
安
な
ど
社
会
生
活
に
関
す
る
相

談
が
62
件
と
半
数
を
占
め
、
次
に
性
な

ど
に
関
す
る
身か
ら
だ体
の
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。（
図
）

　

そ
の
中
で
、
中
学
生
か
ら
は
６
件
、

高
校
生
か
ら
は
38
件
の
相
談
が
あ
り
、

全
体
の
34
・
６
％
を
占
め
ま
し
た
。

悩
み
を
打
ち
明
け
る
事
で
心
を
整
理

　

相
談
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
自
分

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
冷
静
に
見
つ

狂
犬
病
は
と
て
も
恐
ろ
し
い

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を

持
つ
犬
な
ど
の
動
物
に
か
ま
れ
た
り
、

引
っ
か
か
れ
て
感
染
し
ま
す
。
一
般
的

に
潜
伏
期
間
が
１
～
２
カ
月
で
、
風
邪

に
似
た
症
状
か
ら
は
じ
ま
り
、
錯
乱
、

攻
撃
性
な
ど
を
呈て
い

し
、
昏
睡
状
態
に
な

り
ま
す
。
人
が
感
染
し
て
発
症
す
る
と

ほ
ぼ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
と

い
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
発
生
し

て
い
て
、
日
本
で
も
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
万
が
一
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

登
録
と
予
防
注
射
は
屋
内
犬
も

す
べ
て
対
象

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
に
１
度

の
登
録
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
発
生
時
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
予
防
注
射
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
地
域
の
飼
い
犬
の
検
診
な
ど

を
速
や
か
に
行
う
た
め
に
、
ど
こ
に
何

頭
い
る
の
か
、
登
録
情
報
で
市
が
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
屋
内
で

飼
育
し
て
い
る
犬
も
す
べ
て
、
飼
い
犬

の
登
録
と
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

登
録
手
続
き

　

登
録
手
続
き
を
す
る
と
、「
鑑
札
」
と

「
門
標
」
を
交
付
し
ま
す
。（
写
真
）

　
「
帯
広
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
っ
と
」
は
、
日
常
の
生
活
、
仕
事
、

家
族
、
金
銭
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
生
活
に
困
り
事
を
抱
え
て
い

る
人
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

相
談
員
が
問
題
の
原
因
を
整
理
し
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
計
画

の
作
成
や
、
各
種
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
市
や
、

医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
へ
の
紹
介

や
同
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
て
い
て
、
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の

あ
る
人
（
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

と
、
そ
の
家
族
な
ど

相
談
方
法

　

面
談
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
面
談
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
６
）

保
護
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
２
３
５
）

不
安
と
悩
み

相
談
し
ま
せ
ん
か

ス
ト
ッ
プ
狂
犬
病

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
を

お
手
伝
い

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務

帯
広
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と

め
た
り
、
絡
み
合
っ
た
悩
み
を
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
希
望
が
あ
れ
ば
専
門
相
談
機
関

へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

対
象
者 
小
学
生
～
お
お
む
ね
39
歳
ま

で
の
人
と
、
そ
の
保
護
者
や
家
族

相
談
方
法 

電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、

面
談
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

鑑
札
は
犬
の
首
輪
に
付
け
、
門
標
は

家
の
入
り
口
な
ど
の
見
や
す
い
場
所
に

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
き
は
次
の
場
所
の
ほ
か
、

受
け
付
け
可
能
な
動
物
病
院
も
あ
る
の

で
、
各
動
物
病
院
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

場
所　

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
）、
大
正
支
所
（
大
正
本
町
西
１
）、

川
西
支
所
（
川
西
町
西
２
）

登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射

　

動
物
病
院
な
ど
で
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
接
種
後
、「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

（
プ
レ
ー
ト
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
写

真
）。
注
射
だ
け
で
な
く
、
済
票
の
交

付
も
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

済
票
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

注
射
接
種
後
に
渡
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」
を
持
っ
て
、
環
境
都
市

推
進
課
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

図　平成 29 年度の相談状況

社会生活
62件

社会生活
62件

身体
23件
身体
23件

家庭生活
15件

家庭生活
15件

学校生活
12件

学校生活
12件

交友関係
10件

交友関係
10件

合計 127件合計 127件

不良行為 3件不良行為 3件

その他
2件
その他
2件

受付日時
月～金曜日（祝日を除く）、９時～17 時 30 分
場所　西６条南６丁目３、ソネビル２階
　　　おびひろ地域若者サポートステーション内

ヤングテレホン相談窓口

相談専用電話  ☎ 22・8349
wakamono-soudan@keisei-kai.jp

帯広
市役所

NHK

帯広厚生病院

と
か
ち
館

西
5
条

ソネビル
東館
ソネビル
東館

帯広財務
事務所
帯広財務
事務所

ソネビル２階
ヤングテレホン

相談

北海道電力
帯広支店
北海道電力
帯広支店

※携帯電話からＥメールで相談する場合は、パソコンからの発信メールを受信できる設定にして
ください。

門標

【登録手続き後交付】

鑑札

済票（プ レート）

【狂犬病予防接種後交付】

帯広
市役所

NHK

帯広厚生病院

と
か
ち
館

西
5
条

ソネビル
東館
ソネビル
東館

帯広財務
事務所
帯広財務
事務所

北海道電力
帯広支店
北海道電力
帯広支店

ソネビル２階
帯広市自立相談
支援センター
ふらっと

●受付日時
　月～土曜日  ８時 45 分～17 時 30 分
　※祝日、年末年始を除く。火曜日

のみ 17時 30分～20 時も受け付け
（要予約）

●場所
　西６条南６丁目３、
　ソネビル２階（駐車場あり）

ふらっと
帯広市自立相談支援センター

どうしたらいいのか分からない…
そんなときは相談してください

私たちが解決に向けサポートします

こ
の
よ
う
な
相
談
が

　
　寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
な
か
な
か
就
職
が
で
き
な
い
。

●
長
く
失
業
し
て
い
る
。

●
働
い
た
経
験
が
な
い
。

●
支
援
を
受
け
る
方
法
が
分
か
ら
な
い
。

●
公
共
料
金
が
支
払
え
な
い
。

●
家
族
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

　（親
の
介
護
、
子
ど
も
の
養
育
な
ど
）

☎ 20・7366
obihiro-fl at@keisei-kai.jp
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６
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
４
月
に

市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た
た
め
、
義
務

的
経
費
や
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
骨
格
予
算
」
を
編
成
し
ま

し
た
。

　

６
月
補
正
予
算
で
は
、
政
策
的
な
判

断
が
必
要
な
事
業
や
市
の
現
状
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
緊
急
性
を
要
す
る
事
業

な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

６
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、「
夢

か
な
う
ま
ち　

お
び
ひ
ろ
」
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
38

あ
る
公
約
事
業
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

「
全
て
の
市
民
の
幸
せ
」
を
基
本
姿
勢

と
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
規
模
は
、
約
９
億
円

　

６
月
補
正
予
算
額
は
、
一
般
会
計
で

８
億
４
８
５
０
万
７
０
０
０
円
、
特
別

会
計
・
企
業
会
計
で
８
２
３
９
万
４
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計

で
８
２
７
億
４
４
５
０
万
７
０
０
０
円
、

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
７
０
２
億
７

７
３
１
万
４
０
０
０
円
、
全
会
計
で
１

５
３
０
億
２
１
８
２
万
１
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

平成30年度６月補正予算案
「夢かなうまち おびひろ」全ての市民の幸せを目指して

　補正予算案は６月４日に発表し、11日から開催されている第３回定例市議会で審議されてい
ます。

財政課（市庁舎５階、☎65・4106）問い合わせ

会計名 ６月補正予算額 平成 30 年度
補正後予算額

平成 29 年度
予算額対比

一般会計 8億4850万7000円 827億4450万7000円 1.2%⬇

特別会計 2040万1000円 556億9594万0000円 2.2%⇧

企業会計 6199万3000円 145億8137万4000円 ０%　

総合計 9億3090万1000円 1530億2182万1000円 0.1%⇧

項目別の予算内訳と主な事業
『活力ある おびひろ』

『人に優しい おびひろ』

『未来を拓
ひ ら

く おびひろ』

『快適に暮らせる おびひろ』

●黒毛和牛などの導入を融資対象に追加 【1803 万 6000 円】
●畑作の生産技術向上や省力作業機械の導入などに対する支援
　【１億 953 万 5000 円】
●十勝産食材などの販路開拓支援など、フードバレーとかち構想の
　推進 【591 万円】
●十勝産食材のさらなる高付加価値化を目

指した取り組み 【250 万円】
●とかち帯広空港の臨時駐車場の拡張工事
　【700 万円】
●十勝管内でのサイクルイベントの開催
　【150 万円】
●西 19 条北工業団地の造成 

●母子保健相談体制の強化 【152 万 7000 円】
●高齢者の仕事づくりのため、就業開拓アドバイザーを配置
　【353 万 8000 円】
●火葬場の長寿命化工事など 【4741 万 7000 円】
●私立保育所の改築およびへき地保育所の整備 【２億8564万3000円】
●放課後児童支援員のキャリアアップに対する支援 【751 万 4000 円】

●地域コミュニティの活性化などに関する講演会の開催 【24 万 9000 円】
●コミュニティセンターおよび百年記念館のトイレ洋式化 【563万7000円】
●広報おびひろや記者会見などを活用した市政情報の積極的な発信
　【56 万 2000 円】
●諸証明のコンビニ交付サービス導入に向けたシステム構築
　【1725 万 8000 円】

●地域防災の強化（市庁舎への止水板の設置、自主防災組織への活動支
援拡大など）  【1237 万 3000 円】

●柏林台地区に建設する消防新出張所の実施設計など 【348 万円】
●災害などに備えた配水ブロック仕切弁操作の電動化 【4600 万円】
●災害に対応するための水中ポンプの購入 【2000 万円】
●中島地区エコタウン整備エリアの緑地整備 【6149 万 9000 円】
●市営住宅の改修 【5790 万 2000 円】
●水槽付消防ポンプ自動車の更新 
　【3910 万 4000 円】

【産業振興】　総額２億 2089 万 2000 円

【健康・福祉】　総額３億 5580 万 8000 円

【地域経営】　総額 2465 万 2000 円

【防災・緑化・居住環境】　総額２億 3635 万 1000 円

総額 ９億 3090 万 1000 円

※その他寄附金の基金への積み立てなど　総額 670 万円

『人輝く おびひろ』

●保護者や地域住民が学校運営に参加する「コミュニティ・スクール」
の導入に向けたセミナーの開催 【６万 9000 円】

●小学校の教室に大型提示装置（モニター）と実物投影機を整備
　【1426 万 8000 円】
●小・中学校のトイレ洋式化 【736 万円】
●八千代Ａ遺跡出土品の公開に向けた常設展示

室の改修および特別企画展の開催
　【400 万 6000 円】
●ワールドカップスピードスケート競技会帯広大会

の開催に対する支援 【1808 万円】
●小学校の机・椅子の更新 【167 万 6000 円】
●新小学１年生に対する新入学学用品費の支給

の前倒し 【982 万 3000 円】
●動物園の新たな魅力づくりに向けた、検討委員会および市民フォー

ラムの開催 【35 万 1000 円】

【人材育成・教育】　総額 8649 万 8000 円
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住
宅
改
修
で
5
万
円
助
成

　

市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
住

宅
（
空
き
家
を
含
む
）
を
10
万
円
（
消

費
税
を
除
く
）
以
上
改
修
す
る
場
合
、

５
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
・
対
象
住
宅
の
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
、
市
内
の
空
き
家
を
購
入
し
、
居

住
す
る
人

②
自
ら
所
有
し
居
住
し
て
い
る
住
宅
、

ま
た
は
、
市
内
の
空
き
家
を
購
入

し
、
居
住
す
る
住
宅

③
市
区
町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
（
納
税
状
況
に
よ
り
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

④
世
帯
の
総
所
得
額
が
５
５
０
万
円
以

下
の
人
（
申
請
時
点
で
確
認
で
き
る

最
新
の
も
の
）

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て

の
人
が
便
利
で
安
全
、
安
心
で
き
る
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
住
宅
で
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅

補
助
金

　

市
内
の
施
行
業
者
を
利
用
し
て
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
住
宅
を

新
築
・
増
改
築
・
改
造
す
る
人
に
補
助

し
ま
す
。

　

増
改
築
と
改
造
の
補
助
を
希
望
す
る

人
は
、
申
請
前
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
住
宅
相
談
会
へ
の
参
加
と
現
地
調

査
が
必
要
で
す
。

　

基
準
や
申
請
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、

建
築
指
導
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
件
数

▼
新
築
・
増
改
築 

併
せ
て
３
件

▼
改
造 

32
件

　

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
耐
震
化

を
早
期
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
在
来
軸
組
工
法
住
宅
（
旧
耐

震
住
宅
）
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
・

建
て
替
え
を
す
る
人
に
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
、
建
築
指
導

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
耐
震
簡
易
診
断

　

旧
耐
震
住
宅
の
耐
震
性
の
目
安
を
判

定
し
ま
す
。
随
時
受
け
付
け
。

診
断
に
必
要
な
も
の　

図
面
な
ど

▼
耐
震
診
断
補
助
金

　

居
住
し
て
い
る
所
有
者
が
行
う
耐
震

診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額　
５
万
円（
補
助
率
50
％
）

募
集
件
数　

３
件

申
込
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

▼
耐
震
改
修
補
助
金

　

耐
震
診
断
に
よ
り
「
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
、
旧
耐
震

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
限
度
額　

30
万
円
（
補
助
率
は
工

事
費
に
よ
り
変
動
）

募
集
件
数　

耐
震
改
修
・
建
て
替
え
併

せ
て
３
件

申
込
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）

建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）

建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）

住
ま
い
を
お
得
に

改
修
工
事

誰
も
が
使
い
や
す
い

住
ま
い
に

地
震
に
備
え
て

住
ま
い
の
耐
震
化
を

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

住
ま
い
の
改
修
助
成
金

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
新
築・増
改
築・

改
造
補
助
金

耐
震
改
修
工
事
に
関
す
る
補
助
金

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
人

⑥
過
去
に
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」

ま
た
は
「
住
ま
い
の
改
修
助
成
」
を

受
け
て
い
な
い
人

⑦
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
在
来
軸
組
工
法
住
宅
は
、

市
で
行
う
「
無
料
耐
震
簡
易
診
断
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
、
見
積
書
、
写
真
な
ど
必

要
書
類
を
添
え
て
、
建
築
指
導
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
建
築

指
導
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

改
修
工
事
の
着
手
は
、
申
請
後
に
郵

送
す
る
「
交
付
決
定
通
知
書
」
が
届
い

て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

同
一
住
宅
、
同
一
対
象
者
へ
の
助
成

は
１
回
の
み
で
す
。

申
込
期
限

▼
新
築 

11
月
30
日
㈮

▼
増
改
築
・
改
造 

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

注
意
事
項

　

新
築
・
増
改
築
・
改
造
工
事
の
着
手

は
、
申
請
後
に
郵
送
す
る
「
交
付
決
定

通
知
書
」
が
届
い
て
か
ら
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
同
一
住
宅
、
同
一
対
象
者
へ
の

補
助
は
１
回
の
み
で
す
。

▼
旧
耐
震
住
宅
建
替
え
補
助
金

　

耐
震
診
断
に
よ
り
「
上
部
構
造
評
点

が
0.4
未
満
」
と
診
断
さ
れ
、
同
一
敷
地

内
で
住
宅
を
建
て
替
え
る
場
合
、
耐
震

改
修
費
用
相
当
額
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
限
度
額　

30
万
円（
補
助
率
23
％
）

募
集
件
数　

耐
震
改
修
・
建
て
替
え
併

せ
て
３
件

申
込
期
限　

11
月
30
日
㈮

注
意
事
項

　

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
・
建
て
替
え

工
事
の
着
手
は
、
申
請
後
に
郵
送
す
る

「
交
付
決
定
通
知
書
」
が
届
い
て
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対象となる工事や対象外となる工事など、詳細は問
い合わせください。

・第１回目は終了しました。
・受け付け時間はいずれも９時～17時。
・申請が募集の範囲を超えた場合は抽選
を行います。

トイレの段差解消、
手すり設置

車椅子で使用できる
洗面台

対象となる
改修工事 改修例

耐久性や長寿
命化

塗装工事、屋根を不燃材料で
ふき替えるなど

省エネルギー
化

トイレ改修工事、窓ガラス交
換工事、断熱改修工事など

ユニバーサル
デザイン化

段差解消工事、手すり設置工
事、浴室改修工事など

対象者 補助額
（補助率）

新築
ユニバーサルデザイン
住宅基準を満たした住
宅を建てる人

20万円

増改築
ユニバーサルデザイン
化するため増築改修を
する人

上限
20万円

（50％）

改造

身体障害者手帳1・2級
または介護認定を受け
ている人のための改造
をする人

上限
40万円

（80％）

ユニバーサルデザイン改造例ユニバーサルデザイン住宅相談会

壁の補強：筋
すじ

かいや構造用
合板での補強

耐震改修の例

募集件数 募集期間

第２回目 150 件 ７月２日（月）
～ 13 日（金）

第３回目 100 件 ９月３日（月）
～ 14 日（金）

　建築士・理学療法士・作業療法士・
看護師・介護福祉士・保健師が、各専
門の立場からユニバーサルデザインの
視点でアドバイスします。
開催日時　毎月第２・４水曜日、13時
～16 時（予約不要）
場所　市庁舎 10 階第４会議室
持ち物　現在の住宅の間取り図

募集件数・募集期間

◀住まいの
　改修助成金

対象となる改修工事・改修例
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クニさん歌の広場　音の出るものを持って来ると作詞作曲家のクニ河内さんと一緒に音作りを楽しめます。　日７月 21 日（土）、14 時～15 時　対０
～ 92（クニ）歳　問十勝エコロジーパーク（音更町十勝川温泉南 18、☎32・6780）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
用
し
ま
せ
ん
か

上
手
に
使
用
し
て
薬
代
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

　

医
療
の
高
度
化
、
高
齢
化
の
進
展
な

ど
を
背
景
に
、
国
保
の
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
運
営
し
、
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
国
保
で
は
、
医

療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
と
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額
を
お
知
ら
せ

す
る
「
差
額
通
知
」
の
発
送
や
、
毎
年
、

保
険
証
の
更
新
時
に
同
封
す
る
「
国
保

の
し
お
り
」
な
ど
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
（
20
～
25

年
）
終
了
後
に
、
厚
生
労
働
省
の
承
認

を
得
て
製
造
・
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、

先
発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
で
、
同

等
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

一
つ
の
先
発
医
薬
品
に
対
し
、
複
数
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
対
象
月
に
処
方
さ
れ
た
薬

に
対
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
の
例
を
提
示
し
、
対
象

月
の
削
減
可
能
額
を
お
知
ら
せ
す
る
差

額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
分
の
差
額
は
小
さ
く
て
も
、
累

積
す
る
と
薬
代
の
削
減
効
果
が
大
き
く

な
る
の
で
、
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解

し
た
上
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

上
手
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
７
歳

以
上
の
人
（
主
に
慢
性
疾
患
な
ど
の
先

発
医
薬
品
を
服
用
さ
れ
て
い
る
人
）
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
に
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定

以
上
安
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人

通
知
時
期　
７
月
と
11
月
の
年
２
回

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
が

増
え
て
き
て
い
ま
す

　

近
年
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
理
解
が
進
み
、
国
保
加
入
者
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
費
適
正
化

に
向
け
て
さ
ら
に
使
用
割
合
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
図
１
）

使
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

場
合
、
病
院
・
診
療
所
・
保
険
薬
局
で

医
師
・
薬
剤
師
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　

処
方
せ
ん
に
先
発
医
薬
品
の
名
称
が

記
載
さ
れ
て
い
て
も
、「
変
更
不
可
」

の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
、
薬
剤

師
と
相
談
の
上
、
患
者
自
身
が
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
図
２
）

　

ま
た
、
処
方
せ
ん
に
医
薬
品
の
商
品

名
で
は
な
く
、
成
分
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
（
一
般
名
処
方
）
も
同
様
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品
に
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
薬
局
で
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
在
庫
が
な
く
、
処

方
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先

発
医
薬
品
と
有
効
成
分
や
効
果
な
ど
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る

添
加
物
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
場
合
は
選
択

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

不
安
な
と
き
は
「
お
試
し
調
剤
」
を

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
初
め
て
使

用
す
る
場
合
、
一
週
間
だ
け
な
ど
、
短

期
間
だ
け
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た

こ
と
に
よ
る
体
調
の
変
化
、
副
作
用
が

疑
わ
れ
る
症
状
の
有
無
な
ど
を
医
師
・

薬
剤
師
が
確
認
し
た
上
で
、
患
者
自
身

の
意
向
も
踏
ま
え
て
先
発
医
薬
品
に
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
医
師
・

薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
こ
と
を

も
っ
と
知
ろ
う

　

日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
か
ん
じ
ゃ
さ
ん
の
薬

箱
」
で
、
使
用
し
て
い
る
薬
の
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
検
索
で
き
ま
す
。

か
ん
じ
ゃ
さ
ん
の
薬
箱

Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w.generic.gr.jp/

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を

利
用
し
よ
う

　
「
切
り
替
え
を
言
い
出
し
に
く
い
」

「
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
」
そ
ん
な
場

合
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
を
切
り
取
り
、
保
険
証
、
診
察

券
、
処
方
せ
ん
（
薬
局
の
場
合
）
と
一

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
課
給
付
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

　
帯
広
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
や
国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
使
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

80

58.3%

47.9%

56.4%

66.8%

65.5% 68.8%
73.8%

70

60

50

40

30

20

10

0 H25 H26 H27 H28

（%）

（年度）

帯広市

60.1%60.1%

全国

図１  国保加入者におけるジェネ
リック医薬品の使用割合の推移

図２　処方せんの例

出典：厚生労働省（全国）

ジェネリック医薬品
希望カード

医師・薬剤師の皆さまへ

切り取り

私は、
ジェネリック医薬品を

希望します。

どんなメリットがあるの？

安いけど効き目や安全性は大丈夫？

ジェネリック医薬品Ｑ＆Ａ

　先発医薬品の開発には、多くの時間
と費用が掛かり、コストは薬の値段に
反映されています。これに比べて開発
期間が短くて済むジェネリック医薬品
は、コストが大幅に抑えられるので、
薬の値段も先発医薬品と比べて５割程
度、中には、それ以上安くなる薬もあ
ります。

　ジェネリック医薬品は、先発医薬品
と同様にさまざまな基準を守って製造
され、効き目や安全性については、厚
生労働省が審査しています。効能や効
果・用法・容量は基本的に変わりなく、
製品によっては薬の大きさや味、にお
いや保存性の向上など、よりよく工夫
されたものもあります。

○○○○○錠　５ｍｇ １錠
　１日１回　朝食後　 14日分

△△△△△錠　20ｍｇ １錠
　１日１回　朝食後　 14日分

変更不可欄に「 」がないので
ジェネリック医薬品に

変更できる
変更不可欄に「 」があるため

ジェネリック医薬品に

変更できない

ジェネリック医薬品を選ぶかどうか
薬剤師と相談してください。

◯ ◯   ◯ ◯

拡大
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開
発
に
心
血
を
注
ぎ
、
豆
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
な
ど
の
収
穫
機
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
機
械
を
開
発
し
、
こ
の
地
域

の
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
量

世
界
第
１
位
の
中
国
や
、
第
２
位
の
イ

ン
ド
に
お
い
て
、
十
勝
・
帯
広
の
農
機

具
メ
ー
カ
ー
が
、
現
地
の
畑
に
合
っ
た

収
穫
機
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
優
れ
た
技
術
力
は
、
海
外
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
労

働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
無
人
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
作
業
を
軽
減
す
る

機
械
は
も
と
よ
り
、
気
象
や
生
育
状
況

な
ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
効
率
的

な
農
作
業
を
行
う
た
め
の
情
報
通
信
技

術
の
役
割
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
樹
町
で
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
背
景
に
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
空

間
に
運
ん
だ
人
工
衛
星
か
ら
得
ら
れ
る

画
像
や
位
置
情
報
な
ど
の
膨
大
な
デ
ー

タ
を
、
農
業
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で

活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
た
い
と

い
う
思
惑
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
農
協
で
は
、
宇
宙
飛

行
士
が
食
べ
る
宇
宙
食
の
開
発
を
行
っ

て
お
り
、
国
際
認
証
規
格
に
基
づ
い
て

厳
格
に
衛
生
管
理
さ
れ
た
小
豆
が
、
宇

宙
食
の
赤
飯
の
原
料
に
採
用
さ
れ
た
と

い
う
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　

壮
大
な
十
勝
・
帯
広
の
大
地
で
営
ま

れ
て
い
る
農
業
が
、
こ
う
し
た
形
で
宇

宙
と
つ
な
が
り
始
め
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
地
域
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
さ
ら
に
広

げ
る
と
て
も
夢
の
あ
る
話
で
す
。

　

開
拓
時
か
ら
集
積
し
て
き
た
知
識
や

経
験
、
技
術
な
ど
が
、
こ
の
地
域
の
人

た
ち
の
情
熱
や
挑
戦
に
よ
っ
て
つ
な
が

り
だ
す
こ
と
で
、
十
勝
・
帯
広
の
未
来

の
可
能
性
が
、
ま
す
ま
す
大
き
く
膨
ら

ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

４
年
に
一
度
、
十
勝
・
帯
広
で
開
催

さ
れ
る
国
内
最
大
の
「
国
際
農
業
機
械

展
」
が
、
来
る
７
月
12
日
か
ら
北
愛
国

交
流
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

34
回
目
と
な
る
今
年
は
、
過
去
最
多

と
な
る
１
３
５
社
の
農
機
具
メ
ー
カ
ー

が
国
内
外
か
ら
集
い
、
会
場
に
は
、
農

作
業
の
省
力
化
や
効
率
化
を
図
る
最
新

鋭
の
農
業
機
械
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま

す
。
来
場
者
も
20
万
人
以
上
だ
っ
た
前

回
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
農
機
具
は
す
ご
い
よ
」。
昭

和
22
年
、
十
勝
の
鍛
冶
屋
さ
ん
が
一
堂

に
農
機
具
を
持
ち
寄
り
、
帯
広
市
内
で

技
術
を
自
慢
し
合
う
「
自
由
市
場
交
換

即
売
会
」
か
ら
始
ま
っ
た
農
業
機
械
展
。

そ
の
後
、
全
道
、
全
国
へ
と
徐
々
に
規

模
を
拡
大
し
、
平
成
14
年
の
第
30
回
以

降
、
海
外
か
ら
も
出
展
す
る
「
国
際
農

業
機
械
展
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
勝
・
帯
広
の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
は
、

農
業
団
体
、
大
学
、
国
や
道
立
の
試
験

研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
研
究

国際農業機械展

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

平
成
30
年
度
の
受
け
付
け
は
７
月
２
日
㈪
か
ら

戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）、

帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３　
音
声
案
内
２
番
↓
２
番
）

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

猶
予
と
な
っ
た
期
間
は
将
来
の
老
齢

基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、

ケ
ガ
・
病
気
に
よ
る
障
害
や
死
亡
な
ど

の
不
慮
の
事
態
に
「
障
害
基
礎
年
金
」、

「
遺
族
基
礎
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
同
様
に
扱

わ
れ
ま
す
。

年
金
の
受
給
に
は
10
年
以
上
の

受
給
資
格
期
間
が
必
要
で
す

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
く
な
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減

額
に
な
る
場
合
や
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
に
は
、
10
年
以
上
の
受
給

資
格
期
間
が
必
要
で
す
。

　

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
期
間

は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
、

免
除
・
納
付
猶
予
期
間
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
被
保
険
者
期
間
な
ど
で
す
。

追
納
制
度

　

免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に

比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
年
金
の
受
給
前
に
限
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
す
る
と
年
金
額
は
減
少
し
ま
せ

ん
が
、
承
認
期
間
の
翌
年
度
か
ら
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

年
金
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
や
納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日

時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
除
制
度

　

免
除
制
度
に
は「
全
額
免
除
」と「
一

部
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

全
額
免
除
の
承
認
期
間
と
、
一
部
免

除
さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
一
部
反
映
さ
れ
、

受
給
資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

納
付
猶
予
制
度
の
承
認
期
間
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

免除・納付猶予制度の対象者と所得基準・年金額に反映する割合

免除・納付猶予申請に必要なもの

※１　一部免除された保険料を納めていない期間は、未納扱いとな
るので注意してください。
※２　一定額を超えていても、失業などの理由があれば特例免除を
受けられる場合があります。
※３　平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象
です。

対象者 前年所得基準（目安）
受け取る

年金額の割合
（全額納めた
場合との比較）

全額免除

本人、配偶者、
世帯主それぞ
れの前年所得
が一定額以下
の人※２

（扶養親族などの数＋１）
× 35万円＋22万円 ８分の４

3/4 免除
（1/4 納付）※1

78万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など ８分の５

半額免除
（半額納付）※1

118万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など ８分の６

1/4 免除
（3/4 納付）※1

158万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など ８分の７

納付猶予

・50歳未満の
人 ※３

・本人と配偶
者それぞれ
の前年所得
が一定額以
下の人

（扶養親族などの数＋１）
× 35万円＋22万円

追納しないと
反映しません

（受給資格期間
に含まれます）

未　　納
反映しません

（受給資格期間
に含まれません）

①年金手帳または基礎年金番号通知書
②個人番号と本人確認ができる書類
　▷個人番号カード
　▷通知カード＋運転免許証など（顔写真付き
　　 であれば１点、顔写真なしであれば２点）
③印鑑　④代理人が申請する場合は委任状
【失業などを理由とした特例免除申請の場合】

⑤失業証明書類
　（離職票 ､退職辞令､雇用保険受給資格者証など）
　特例免除申請の詳細は問い合わせください。
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国立宮古海上技術短期大学オープンキャンパス　航海士、機関士を養成する短期大学校の体験型オープンキャンパスを開催。詳細は問い合わせくだ
さい。　日７月 21 日（土）、10 月 13 日（土）　場申問国立宮古海上技術短期大学校（岩手県宮古市磯

そ

鶏
けい

２- ５-10、☎ 0193・62・5316）へ。

イ
ベ
ン
ト

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
世
界
の
と
も
だ
ち
２
０
１
８

　

世
界
の
料
理
が
味
わ
え
る
屋
台
や
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
外
国
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
。
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
国
際

セ
ン
タ
ー
（
帯
広
）
も
会
場
で
す
。

日
７
月
１
日
㈰
、
10
時
30
分
～
15
時

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ア

メ
リ
カ
）

　

歌
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
遊
び
の
場
。
今
回
は
、

ア
メ
リ
カ
出
身
の
市
外
国
語
指
導
助
手

が
、
自
国
の
遊
び
や
工
作
な
ど
を
行
う
。

対
未
就
学
児
と
保
護
者
。
兄
姉
も
参
加

可
能

日
７
月
21
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

◆
第
68
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
ー
ク
（
イ
ン
ド
）

　

イ
ン
ド
出
身
の
帯
広
畜
産
大
学
留
学

生
が
、「
カ
レ
ー
の
い
ろ
い
ろ
！
」
を

テ
ー
マ
に
自
国
の
食
文
化
、
イ
ン
ド
と

日
本
の
カ
レ
ー
の
違
い
な
ど
を
紹
介
。

対
中
学
生
以
上

日
７
月
21
日
㈯
、
18
時
30
分
～
20
時

お
び
ひ
ろ
軽
ト
ラ
市

　

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
新
鮮
な
農

産
物
を
持
ち
寄
り
出
店
し
ま
す
。
買
い

物
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
お
び
ひ
ろ
軽
ト
ラ
市
運
営
協
議
会
事

務
局
（
☎
29
・
３
２
１
１
）

担
当
課
農
政
課

海
の
日
イ
ベ
ン
ト
～
動
物
た
ち
に

氷
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

　

海
の
日
に
、
飼
育
動
物
に
果
物
の

入
っ
た
氷
や
活
魚
を
給
餌
し
ま
す
。
ゾ

ウ
、
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
を
予
定
。

　

動
物
の
体
調
や
天
候
な
ど
に
よ
っ
て

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
当
日
、

動
物
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
正
門
・
南
門

に
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
予
定
表
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
16
日
㈷
、
10
時
30
分
～
14
時

場
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

４
３
７
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
図
書

館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）

◆
図
書
交
換
会

　

持
参
し
た
冊
数
だ
け
交
換
可
能
。

　

文
庫
本
は
文
庫
本
同
士
、
そ
の
他
の

本
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
交
換
で
き
る
。

対
文
庫
本
や
単
行
本
、
児
童
書
、
絵
本
、

コ
ミ
ッ
ク
、
美
術
書
で
保
存
状
態
が
良

好
な
も
の

対
象
外 

雑
誌
や
教
習
テ
キ
ス
ト
、
教
科

書
、
参
考
書
、
ゲ
ー
ム
攻
略
本
、
自
費

出
版
本
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
、
カ
バ
ー
の

無
い
本
、
汚
れ
や
破
れ
が
あ
る
本
な
ど

日
７
月
１
日
㈰
、
10
時
～
15
時

◆
大
人
の
た
め
の
「
ほ
の
ぼ
の
お
は
な

し
会
」　　
　
　

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
、
朗
読

や
絵
本
を
楽
し
む
会
。
７
月
は
「
朗
読

サ
ー
ク
ル
秋コ
ス
モ
ス桜
」
に
よ
る
朗
読
会
。

日
７
月
16
日
㈷
、
11
時
～
30
分
程
度

◆
郷
土
講
演
会
「
武
四
郎
が
記
し
た
十

勝
・
帯
広
～
図
書
で
振
り
か
え
る
地
域

の
歴
史
～
」

　

百
年
記
念
館
の
学
芸
員
を
講
師
に
、

北
海
道
命
名
１
５
０
年
に
当
た
り
、「
北

海
道
」
や
「
十
勝
」
な
ど
の
地
名
の
選

定
に
携
わ
っ
た
「
松
浦
武
四
郎
」
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
。

日
７
月
16
日
㈷
、
14
時
～
16
時

定
先
着
80
人

◆
子
ど
も
向
け
プ
チ
講
演
会
「
絵
本
に

で
て
く
る
虫
の
お
は
な
し
」

　

絵
本
や
お
話
に
出
て
く
る
昆
虫
を

テ
ー
マ
に
し
た
プ
チ
講
演
会
。

日
７
月
29
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
20
分

◆
「
第
８
回
中
城
ふ
み
子
賞
」
表
彰
式
、

記
念
講
演
会
・
サ
イ
ン
会

・
表
彰
式

　

表
彰
の
ほ
か
、
作
品
講
評
を
行
う
。

日
８
月
３
日
㈮
、
15
時
～
16
時
30
分

・
記
念
講
演
会
、
サ
イ
ン
会

　

桑
原
正
紀
氏
（
歌
人
）
に
よ
る
講
演

会
と
サ
イ
ン
会
を
開
催
。

日
８
月
３
日
㈮
、16
時
30
分
～
18
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
1
3
0
人

申
７
月
11
日
㈬
～
８
月
３
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
図
書
館
へ
。

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

６
月
26
日
㈫
～
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町

南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２
０
０
）
へ
。

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
コ
ケ
編
）

　

乙お
っ
ぱ
た幡
康や
す
ゆ
き之
氏（
ひ
が
し
大
雪
自
然
館
）

を
講
師
に
、
コ
ケ
の
生
態
、
観
察
手
法

な
ど
を
学
ぶ
。

日
７
月
８
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
樹
木
編
）

　

樹
木
の
葉
の
働
き
や
多
様
性
を
学
ぶ
。

日
７
月
８
日
㈰
、
13
時
～
15
時

定
先
着
10
人

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
夏
～

　

夏
の
花
や
生
き
物
な
ど
を
観
察
す
る
。

散
策
の
後
は
お
茶
会
を
開
催
。

日
７
月
14
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

◆
森
の
昆
虫
探
し

　

堤
公
宏
氏
（
森
の
回
廊
＠
十
勝
）
を

講
師
に
、
森
や
草
原
を
歩
き
、
昆
虫
を

探
し
て
観
察
す
る
。

日
７
月
21
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
夏
休
み
森
も
り
体
験

　

森
の
材
料
を
使
っ
た
簡
単
な
工
作
や

森
遊
び
、
森
の
調
べ
物
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
で
森
を
楽
し
む
。
申
し
込
み

不
要
で
時
間
内
随
時
実
施
。

日
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～
15
時

◆
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
木

や
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
小
物
な
ど
を
作
る
。

日
８
月
５
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
ロ
ビ
ー
展
「
Ｃチ

ャ

イ

ｈ
ａ
ｉ
20
周
年
記
念

と
か
ち
の
昔
写
真
展
」

　

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
で
連
載

し
て
い
る
「
と
か
ち
の
昔
」
に
関
す
る

写
真
展
。

日
７
月
３
日
㈫
～
29
日
㈰
、
９
時
～
17

時
30
分

◆
第
28
回
ボ
レ
ア
ス
帯
広
展
～
楽
し
い

ア
ー
ト
の
よ
せ
鍋
展
！
～

・
展
覧
会

　

工
芸
、絵
画
、造
形
、ト
リ
ッ
ク
な
ど
、

多
彩
な
ア
ー
ト
作
品
に
よ
る
展
覧
会
。

日
７
月
14
日
㈯
～
29
日
㈰
、
10
時
～
17

時・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ち
ゃ
れ
ん
じ
・

ア
ー
ト
」

　

使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
で
ア
ー
ト
作

品
を
作
る
。

対
小
学
生

日
７
月
28
日
㈯
、
13
時
～
16
時

定
先
着
30
人

申
７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
百
年

記
念
館
へ
。

高
齢
者
交
通
安
全
研
修
会
と

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て

交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
更
別
村

で
研
修
会
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
。
市
庁
舎
集
合
。
解
散
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
用
具
を
持
参
で
き
る
人

日
７
月
31
日
㈫
、
８
時
～
14
時
30
分

定
抽
選
70
人

申
問
７
月
２
日
㈪
～
17
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）
へ
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希 望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お知らせ
7月

帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

場 所 日 時 時 間

テキサス本店
（西 20 南２）

７月３日～
10 月 16 日
までの毎週
火曜日

16 時～17 時
（10 月は15時

～16 時）

岡書 帯広イー
ストモール店

（東４南 16）

７月４日～
10 月 31 日
までの毎週
水曜日

14 時～17 時

駅北多目的広場
（西２南 11）

７月７日～
10 月 27 日
までの毎週
土曜日

７時 30 分～
８時
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所得税および復興特別所得税の予定納税（第１期分）の納付　予定納税が必要な人に、税務署から平成 30 年分所得税および復興特別所得税の予定納税額
の通知書が送付されます。通知書に記載された第１期分の金額が納付する金額です。　納付期限７月１日（日）～ 31日（火）　問帯広税務署（☎24・2161）へ。

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
７
月
18
日
㈬
、
13
時
～
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
東
５

南
９
、
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
内
、

☎
24
・
５
８
５
３
）

担
当
課
男
女
共
同
参
画
推
進
課

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
８
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
14
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
ち
ょ
っ
と
大

き
な
ア
ル
ギ
ン
ボ
ー
ル
」

　

お
玉
を
使
っ
て
、
大
き
な
ア
ル
ギ
ン

ボ
ー
ル
と
い
う
不
思
議
な
物
を
作
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
７
月
15
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
７
月
21
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
星
の
観
察
会
「
土
星
と
木
星
を
み
よ

う
～
ガ
ス
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
を
み
よ
う
！
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
７
月
27
日
㈮
、18
時
45
分
～
20
時
30
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室

　

紙
コ
ッ
プ
と
割
り
箸
で
口
を
パ
ク
パ

ク
動
か
す
人
形
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
28
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
夏
休
み
わ
く
わ
く
教
室

　

幼
児
も
楽
し
め
る
科
学
実
験
や
工
作

教
室
を
行
う
。

対
中
学
生
以
下
。
幼
児
は
保
護
者
同
伴

日
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～
15
時

◆
「
宇
宙
の
日
」
記
念 

全
国
小
・
中
学

生
作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

作
品
の
応
募
方
法
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
応
募
作
品
は
、
児
童
会
館
で

10
月
頃
に
実
施
す
る
作
品
展
に
展
示
さ

れ
、
入
賞
者
に
は
表
彰
式
を
行
う
。

応
募
期
限
７
月
31
日
㈫

◆
手
づ
く
り
乾
電
池
教
室

　

電
池
工
業
会
の
講
師
に
よ
る
、
手
作

り
乾
電
池
教
室
。

対
小
学
生
。
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

日
８
月
11
日
㈷
、
①
10
時
30
分
～
12
時
、

②
13
時
30
分
～
15
時

定
各
先
着
20
人

申
７
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮
ま
で
に
、
児

童
会
館
へ
。

み
ど
り
の
課
の
イ
ベ
ン
ト

申
問
②
③
は
各
申
込
期
間
に
、
電
話
で

み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・

４
１
８
６
）
へ
。

①
帯
広
の
森
づ
く
り
活
動
団
体
発
表
会

　

帯
広
の
森
づ
く
り
に
関
わ
る
10
の
市

民
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
発
表
。

日
７
月
15
日
㈰
、
10
時
～
12
時

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南

９
線
49
）

②
花
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

緑
の
健
康
診
断
員
を
ガ
イ
ド
に
、
十

勝
管
内
の
花
壇
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
。

み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー（
緑
ケ
丘
２
）

集
合
、
解
散
。

日
７
月
24
日
㈫
、
９
時
～
16
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
な
ど
）

申
込
期
間
７
月
２
日
㈪
～
17
日
㈫

③
歴
史
の
あ
る
木
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー

　

市
の
保
存
樹
木
を
中
心
に
、
樹
木
の

特
性
や
歴
史
を
学
ぶ
。
子
ど
も
の
自
由

ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
の
演
舞
な
ど
を
行
う
。

ホ
コ
テ
ン
で
パ
レ
ー
ド
も
実
施
。

日
７
月
22
日
㈰
、10
時
～
12
時
。パ
レ
ー

ド
は
11
時
40
分
か
ら

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２ 

階
、
☎
65
・
４

１
４
６
）

春
風
亭
一
之
輔
の
ド
ッ
サ
り
ま
わ
る
ぜ

２
０
１
８
帯
広
公
演

　

高
座
姿
の
き
れ
い
さ
と
、
そ
の
口
跡

の
爽
や
か
さ
が
魅
力
の
、
新
進
気
鋭
の

噺は
な
し
か家
で
あ
る
春
風
亭
一
之
輔
に
よ
る
寄よ

席せ

を
開
催
。
小
学
生
未
満
は
入
場
不
可
。

チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
で

販
売
。

日
７
月
29
日
㈰
、
13
時
～
15
時

￥
全
席
指
定
。
前
売
り
券
３
６
０
０
円

（
当
日
３
９
０
０
円
）

場
問
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
、

☎
23
・
８
１
１
１
）

消
防
団
総
合
演
習

　

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
員

が
、
火
災
や
大
規
模
な
災
害
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
総
合
演
習
を
実
施
。

　

標
的
注
水
訓
練
や
一
斉
放
水
な
ど
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
。
当
日
は
、

８
時
に
招
集
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

日
７
月
12
日
㈭
、８
時
30
分
～
11
時
55
分

場
緑
个
丘
公
園
多
目
的
広
場
（
緑
ケ
丘

２
）

問
消
防
推
進
室
（
西
６
南
６
、
消
防
庁

舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
２
８
）

と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー

「
夕
市
」

　

農
家
さ
ん
が
新
鮮
な
農
作
物
を
持
ち

寄
り
直
接
販
売
。
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

日
10
月
25
日
ま
で
の
木
曜
日
、
16
時
～

16
時
30
分（
10
月
は
15
時
～
15
時
30
分
）

場
問
と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー

研
究
に
も
お
す
す
め
。
雨
天
中
止
、
少

雨
決
行
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
８
月
２
日
㈭
、
９
時
～
12
時

定
先
着
30
人
（
初
参
加
者
優
先
）

申
込
期
間
７
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

十
勝
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

２
０
１
８

　

十
勝
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
加
工
品
、

十
勝
産
食
材
を
使
っ
た
料
理
、
雑
貨
な

ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

日
７
月
14
日
～
９
月
22
日
ま
で
の
第
２
、

第
４
土
曜
日
、
９
時
～
14
時

場
緑
个
丘
公
園
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
周

辺
（
緑
ケ
丘
２
）

問
ソ
ー
ゴ
ー
印
刷
（
西
16
北
１
、
☎

34
・
１
２
８
１
）

担
当
課
農
政
課

明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル

オ
ー
プ
ン

　

今
年
度
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
オ
ー
プ

ン
初
日
に
、
施
設
の
無
料
開
放
を
行
う

ほ
か
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
。

日
７
月
22
日
㈰
、
13
時
～
22
時

場
問
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
（
南

町
南
７
線
56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動

公
園
内
、
☎
49
・
４
０
０
０
）

第
68
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
帯
広
大
会

　

非
行
防
止
と
更
生
保
護
活
動
の
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
バ
ト

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

緑に囲まれた公園でお買い物

　十勝の大規模農業を支える最新の農業機械の展示会。国外から
も最新の農業機械が出展。また、十勝産の安全・安心な農畜産物
を使ったグルメや特産品など、十勝の食の魅力を満喫できる食彩
祭を同時開催。

日７月12日（木）～ 16日（祝）、
９時～16時（最終日は15時ま
で）
場北愛国交流広場（愛国町10）
※会場内、会場周辺は駐車場
がないため、とかちプラザ（西
４南 13）と札内橋南側臨時駐
車場から運行するシャトルバ
スを利用してください。
問国際農業機械展は工業労政
課（市庁舎７階、☎65・4167）、
食彩祭は観光課（市庁舎７階、
☎65・4169）

ホーマック

↓農機展会場

セブン
イレブン

弥
生
通

38

←至芽室

至池田→

羽衣亭

臨時
駐車場
臨時
駐車場

札
内
川

札内川河川敷
パークゴルフ場

河川緑地
運動公園

札内橋南側
臨時駐車場の
場所

第34回国際農業機械展ｉｎ帯広＆
フードバレーとかち食

し ょ く

彩
さ い

祭
さ い

2018
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消費者問題の無料弁護士相談会　日７月 20 日（金）、13 時 30 分～15 時の間で１人 30 分間　定先着３人　場申問７月 12 日（木）までに、帯広市消費
生活アドバイスセンター（西４南 13、とかちプラザ内、☎ 22・8393）へ。　担当課安心安全推進課

（
川
西
町
基
線
61
、
☎
53
・
４
７
８
０
）

帯
広
の
水
を
見
る
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

水
道
・
下
水
道
の
事
業
紹
介
や
お
び

ひ
ろ
極
上
水
の
試
飲
会
な
ど
。

日
７
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮
、９
時
～
17
時

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
上
下
水
道
部
総
務
課
（
市
庁
舎
水
道

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
１
１
）

講
座
・
教
室

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

１
９
２
）
へ
。
未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）

の
託
児
希
望
者
は
、
各
開
催
日
の
1
週

間
前
ま
で
に
申
し
込
み
。

◆
第
９
集
「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
備

え
る
～
今
か
ら
は
じ
め
る
資
産
運
用
の

キ
ホ
ン
～
」　　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
本
証
券
協
会 

金
融
・
証
券
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
講
師
に
、
人
生
１
０
０

年
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
、
資
産
運
用
の
観
点
か
ら
証

券
投
資
の
基
本
や
活
用
方
法
を
、
段
階

的
に
学
ぶ
。

日
７
月
10
日
㈫
、
24
日
㈫
、
31
日
㈫
、

全
３
回
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

￥
５
０
０
円
（
３
回
分
）

◆
第
10
集
「
西
南
戦
争
と
秩
父
事
件
」

「
十
勝
大
津
事
件
と
朝
倉
座
」

　

嶺み
ね

野の

侑す
す
む

氏
（
元
帯
広
市
議
会 

議
長
）

を
講
師
に
、
十
勝
監
獄
に
収
監
さ
れ
、

釈
放
さ
れ
た
秩
父
事
件
の
幹
部
、
菊
池

貫
平
と
、
中
山
久
五
郎
親
分
の
配
下

だ
っ
た
朝
倉
座
の
朝
倉
繁し
げ

志し

ち知
に
つ
い

て
学
ぶ
。

日
７
月
11
日
㈬
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
１
５
０
人

◆
第
11
集
「“
な
る
ほ
ど
”
が
い
っ
ぱ

い
！
み
る
く
教
室
」

　

平
川
浩
司
氏
（
明
治 

北
日
本
支
社
札

幌
オ
フ
ィ
ス
企
画
管
理
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
課 

課
長
）
を
講
師
に
、
明

治
が
、
小
・
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
授

業
を
、
大
人
・
保
護
者
向
け
に
ア
レ
ン

ジ
し
「
乳
牛
」
や
「
牛
乳
」
に
つ
い
て
よ

り
詳
し
く
学
ぶ
。

日
７
月
12
日
㈭
、
14
時
～
15
時
30
分

定
先
着
50
人

◆
第
12
集
「【
消
費
者
講
座
】
住
ま
い
の

安
全
対
策
～
意
外
と
多
い
家
の
中
の
危

険
～
」

　

中
村
光
宏
氏
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
）
を
講
師
に
、

安
心
し
て
安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

住
ま
い
の
中
に
潜
む
危
険
を
学
ぶ
。

日
７
月
20
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
１
５
０
人

図
書
館
の
講
座
・
教
室

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
図
書
館
（
西

２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

◆
語
り
手
育
成
講
習
会
～
入
門
編
～

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
は
な
し
会

に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
絵
本
の

選
び
方
や
読
み
方
な
ど
を
学
ぶ
。

日
７
月
21
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

定
先
着
50
人

申
込
期
限
７
月
20
日
㈮

◆
と
か
ち
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
文
章
教
室　

～
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
み
よ
う
～

　

夏
休
み
に
、
文
章
を
書
く
こ
つ
や
題

材
の
見
つ
け
方
な
ど
を
、
と
か
ち
ジ
ュ

ニ
ア
文
芸
誌
編
集
委
員
か
ら
学
ぶ
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中

学
３
年
生
（
詩
教
室
は
小
・
中
学
生
）

定
各
先
着
20
人

申
込
期
間
７
月
１
日
㈰
～
20
日
㈮

・
詩
教
室

日
７
月
28
日
㈯
、10
時
15
分
～
12
時
15
分

・
短
歌
教
室

日
７
月
29
日
㈰
、
13
時
～
14
時

・
俳
句
教
室

日
７
月
29
日
㈰
、
14
時
～
15
時

・
小
説
・
童
話
教
室

日
８
月
４
日
㈯
、10
時
15
分
～
12
時
15
分

◆
動
物
の
ふ
し
ぎ　

行
っ
て
！
見
て
！

調
べ
よ
う
!!

　

図
書
館
で
動
物
に
つ
い
て
調
べ
た
後
、

動
物
園
で
動
物
を
観
察
。
小
雨
決
行
。

対
小
学
生
。３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

日
８
月
７
日
㈫
、
12
時
30
分
～
16
時

定
先
着
25
人

申
込
期
間
７
月
10
日
㈫
～
29
日
㈰

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
問
百
年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘

２
番
地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
も
の
が
た
り
の
昆
虫

５
」

　

い
ろ
い
ろ
な
物
語
に
登
場
す
る
昆
虫

の
中
か
ら
、
帯
広
に
関
わ
り
の
あ
る
昆

虫
を
紹
介
。

日
７
月
21
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

◆
自
然
観
察
会
「
ス
マ
ホ
で
発
見
！
～

生
き
も
の
探
し
に
出
か
け
よ
う
～
」

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
自
然
観

察
補
助
シ
ス
テ
ム
「
Ｍミ

ッ

ケ

ｉ
ｋ
ｋ
ｅ
!!
」

で
、
生
き
物
探
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参
で
き
る
人

日
７
月
28
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
人

申
７
月
３
日
㈫
～
26
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
親
子
七し
っ
ぽ
う宝
教
室

　

親
子
で
七
宝
焼
き
の
ブ
ロ
ー
チ
や
ペ

ン
ダ
ン
ト
作
り
を
楽
し
む
教
室
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
４
歳
～
中
学
生
と

保
護
者

日
８
月
４
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
10
組
20
人

￥
１
組
２
０
０
０
円
程
度

申
７
月
３
日
㈫
～
22
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
郷
土
学
習
バ
ス
見
学
会
「
十
勝
平
野

の
生
い
立
ち
を
探
る
」

　

バ
ス
で
然
別
方
面
の
火
山
や
湖
を
巡

り
、
十
勝
平
野
の
太
古
の
歴
史
を
探
る
。

百
年
記
念
館
集
合
、
解
散
。

日
８
月
19
日
㈰
、
９
時
30
分
～
16
時

定
抽
選
30
人

￥
１
０
０
円

申
７
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
）
を

書
い
て
、
百
年
記
念
館
へ
。
１
通
で
２

人
ま
で
申
し
込
み
可
能
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り

体
験
研
修

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
❸
各
10
人
、
❷
20
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話

で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千

代
町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

❶
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
７
月
21
日
㈯
～
22
日
㈰
、
②
８
月

４
日
㈯
～
５
日
㈰
、
い
ず
れ
も
１
日
目

は
10
時
～
16
時
、
２
日
目
は
10
時
～
10

時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
７
月
13
日
㈮
、
②
27
日
㈮

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修（
約
２
５
０
グ
ラ
ム
）

日
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～
14
時

￥
１
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
20
日
㈮

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
①
７
月
15
日
㈰
、
②
８
月
12
日
㈰
、

い
ず
れ
も
10
時
～
14
時

￥
各
２
２
０
０
円

申
込
期
限
①
７
月
６
日
㈮
、
②
８
月
３

日
㈮

プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
８

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
８
月
１
日
～
23
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

定
各
先
着
20
人

￥
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
申
問
７
月
３
日
㈫
～
26
日
㈭
ま
で

に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、

☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

食
育
・
親
子
料
理
教
室

　

親
子
で
協
力
し
て
「
タ
コ
ラ
イ
ス
」

「
チ
ー
ズ
入
り
白
玉
だ
ん
ご
の
ス
ー
プ
」

「
さ
わ
や
か
ト
マ
ト
ゼ
リ
ー
」
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児

～
小
学
校
１
年
生
と
保
護
者

日
７
月
27
日
㈮
、
28
日
㈯
、
い
ず
れ
も

10
時
～
13
時
30
分

定
各
日
先
着
10
組
（
初
参
加
者
優
先
）

￥
１
組
５
０
０
円

場
申
問
７
月
５
日
㈭
～
19
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南

13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
２
）
へ
。

環
境
学
習
会

～
外
来
種
に
つ
い
て
考
え
る
～

　

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
捕
獲
体
験
や
試

食
、
自
然
観
察
を
通
し
て
外
来
生
物
や

身
近
な
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
バ
ス
学
習
。

市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

対
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

日
８
月
３
日
㈮
、
９
時
～
15
時

場
ま
な
び
野
公
園
（
清
流
西
16
）
ほ
か

定
先
着
30
人

￥
２
０
０
円

申
問
７
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
往
復
は
が

き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
）

を
書
い
て
、
動
物
園
（
〒
080
・

0846
緑
ケ

丘
２
番
地
、
☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。

◆
親
子
で
挑
戦
！
動
物
園
の
ミ
ス
テ

リ
ー
ク
イ
ズ

　

園
内
に
設
置
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
を
も
と

に
、
親
子
で
答
え
を
探
る
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
ク
イ
ズ
。

対
５
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

日
①
７
月
28
日
㈯
、
②
29
日
㈰
、
い
ず

れ
も
13
時
～
15
時

定
各
日
抽
選
10
組

申
込
期
間
６
月
28
日
㈭
～
７
月
12
日
㈭

◆
小
学
生
の
た
め
の
動
物
園
塾　
　

　

動
物
を
取
り
巻
く
環
境
や
人
間
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
学
び
、
野
生
動
物
と

共
存
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
３
日
連
続
講
座
。
３
日

目
は
飼
育
体
験
も
実
施
。

対
小
学
４
～
６
年
生

日
８
月
２
日
㈭
～
４
日
㈯
、
全
３
回
、

10
時
～
15
時

定
抽
選
12
人

申
込
期
間
７
月
５
日
㈭
～
19
日
㈭

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

講　座　名 日　程
パソコンで画像加工

（クラウド・フォトブック） 毎
週
火
・
木

午前

５カ月でじっくり
エクセル 2013 基本（４） 午後

ワード＆エクセル
＆パワーポイント活用（１） 夜間

エクセル 2013 基礎 毎
週
水
・
金

午前
５カ月でじっくり
ワード 2013 基本（４） 午後

エクセル 2013 応用（１） 夜間
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夏
休
み
親
子
消
費
者
講
座

　

省
エ
ネ
や
エ
コ
に
つ
い
て
学
び
、
親

子
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
作
る
。

対
小
学
生
と
保
護
者

日
８
月
７
日
㈫
、
13
時
30
分
～
16
時
30

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
20
組

￥
１
組
１
０
０
０
円

申
問
７
月
10
日
㈫
～
30
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
２
）
へ
。

夏
休
み
親
子
講
習
会

　

親
子
で
工
芸
品
作
り
を
学
ぶ
。

対
親
子

定
各
先
着
10
組

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
希
望
講
座
名
と
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
13
頁
）
を
書
い
て
、
帯

広
市
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ

ダ
館
（
〒
080
・

2472
西
22
条
南
６
丁
目
６
、

☎
36
・
８
０
９
５
）
へ
。

◆
ハ
ー
バ
リ
ュ
ー
ム
教
室

日
７
月
28
日
㈯
、
10
時
～
12
時

￥
１
９
５
０
円

申
込
期
限
７
月
21
日
㈯

◆
押
し
花
教
室　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～
11
時

￥
１
６
２
０
円

申
込
期
限
７
月
19
日
㈭

◆
草
木
染
め
教
室

日
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～
12
時

￥
１
６
２
０
円

申
込
期
限
７
月
21
日
㈯

帯
広
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　

大
山
礼
子
氏
（
駒
澤
大
学
法
学
部
教

授
）
が
、「
女
性
が
変
え
る
、
日
本
の

未
来
」
と
題
し
て
講
演
。
未
就
学
児
の

託
児
希
望
者
は
要
相
談
。

日
７
月
７
日
㈯
、
13
時
10
分
～
14
時
40

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
０
０
人

申
問
７
月
６
日
㈮
ま
で
に
、電
話
で
男

女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
４
）
へ
。

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
場
①
８
月
９
日
㈭
、
消
防
庁
舎
（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈰
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
16

時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
①
は
７
月
３
日
㈫
～
８
月
２
日
㈭

ま
で
、
②
は
７
月
13
日
㈮
～
８
月
12
日

㈰
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急
課
（
西

６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９

１
３
２
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

は
じ
め
て
の
ス
ケ
ー
ト
教
室

定
各
抽
選
20
人

￥
各
１
０
０
０
円

場
申
問
７
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、

☎
48
・
６
２
５
６
）
へ
。

◆
幼
稚
園
・
保
育
園
向
け

対
滑
走
が
で
き
な
い
幼
稚
園
・
保
育
所

の
年
中
・
年
長
に
当
た
る
幼
児

日
７
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、
全
２
回
、

10
時
～
11
時
30
分

◆
小
学
校
低
学
年
向
け

対
滑
走
が
で
き
な
い
小
学
１
・
２
年
生

日
７
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、
全
２
回
、

10
時
～
11
時
30
分

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
体
験
教
室

対
小
学
３
年
生
以
上
。
親
子
で
の
参
加

も
可
。

日
７
月
28
日
㈯
、
８
月
４
日
㈯
、
全
２

回
、
18
時
～
20
時

定
抽
選
20
人

場
申
問
７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、

☎
48
・
２
４
０
１
）
へ
。

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
各
申
込
期
限
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記

載
事
項
」（
13
頁
）
を
書
い
て
、
総
合

体
育
館
（
〒
080
・

0030
大
通
北
１
丁
目
１
、

☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

◆
夏
休
み
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

運
動
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
集
中
力
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
。

対
小
学
１
～
３
年
生

日
７
月
30
日
㈪
～
８
月
２
日
㈭
、
全
４

回
、
10
時
～
11
時
30
分

定
抽
選
20
人

￥
２
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
18
日
㈬

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　

簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
を
習
う
。

対
小
学
２
～
６
年
生

日
７
月
30
日
㈪
～
８
月
２
日
㈭
、
全
４

回
、
11
時
～
12
時

定
抽
選
20
人

￥
２
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
18
日
㈬

◆
50
歳
か
ら
の
健
康
体
操
（
１
回
目
）

　

足
腰
の
筋
力
の
衰
え
か
ら
く
る
「
ロ

コ
モ
（
運
動
器
症
候
群
）」
を
予
防
す
る
、

高
齢
者
で
も
参
加
し
や
す
い
運
動
教
室
。

対
50
歳
以
上

日
８
月
23
日
～
10
月
11
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
13
時
～
13
時
45
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
９
日
㈭

Ｂブ

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
ｋ
ヨ
ガ
（
１
回
目
）

　

照
明
を
落
と
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト

を
使
用
し
た
空
間
で
、
人
目
を
気
に
せ

ず
自
分
に
集
中
で
き
る
ヨ
ガ
の
教
室
。

対
16
歳
以
上
の
女
性

日
８
月
24
日
～
９
月
28
日
の
金
曜
日
、

全
６
回
、
13
時
～
14
時

定
抽
選
10
人

￥
３
０
０
０
円

場
申
問
８
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
）
を
書
い
て
、
明
治
北
海
道
十

勝
オ
ー
バ
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、

☎
49
・
４
０
０
０
）
へ
。

帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
） 

を
書

い
て
、
帯
広
の
森
体
育
館
（
〒
080
・

0856

南
町
南
７
線
56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運

動
公
園
内
、
☎
48
・
８
９
１
２
）
へ
。

◆
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

対
16
歳
以
上

日
８
月
20
日
～
９
月
27
日
の
月
・
木
曜

日
、
全
10
回
、
19
時
～
21
時

場
す
ぱ
ー
く
帯
広
（
南
町
南
９
線
）

定
抽
選
30
人

￥
５
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
31
日
㈫

◆
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室
～
生
後
３
カ
月

か
ら
２
歳
～

　

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
音
楽

に
合
わ
せ
て
行
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

対
首
が
完
全
に
す
わ
っ
て
い
る
生
後
３

カ
月
～
２
歳
前
後
の
乳
幼
児
と
保
護
者

日
８
月
24
日
～
９
月
28
日
の
金
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
15
分
～
11
時
15
分

定
抽
選
20
組

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
５
日
㈰

◆
子
ど
も
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
回
目
）
～
小
１
・
小
２
～

　

将
来
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
上
で
必
要
な

身
体
能
力
を
身
に
付
け
る
。

対
小
学
１
･
２
年
生

日
９
月
６
日
～
27
日
の
木
曜
日
、
全
４

回
、
16
時
～
17
時

定
抽
選
15
人

￥
２
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
17
日
㈮

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
） 

を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
７
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎

47
・
３
６
３
０
）
へ
。

◆
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
３
回
目
）

対
６
カ
月
～
２
歳
未
満
の
幼
児
と
保
護
者

日
８
月
20
日
～
10
月
１
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
10
組

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
30
日
㈪

◆
お
や
こ
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

対
２
～
４
歳
児
と
保
護
者

日
８
月
20
日
～
10
月
１
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
20
組

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
30
日
㈪

◆
幼
児
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

対
年
中
・
年
長
児
に
当
た
る
幼
児

日
８
月
20
日
～
10
月
１
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分
▽
Ｃ

コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
50
人

￥
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
30
日
㈪

◆
め
だ
か
水
泳
教
室
（
３
回
目
）

対
小
学
生
の
初
心
者

日
８
月
22
日
～
９
月
14
日
の
水
・
金
曜

日
、
全
８
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
16
時
～
16

時
50
分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
60
人

￥
各
コ
ー
ス
４
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
30
日
㈪

◆
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室（
２
回
目
）

対
16
歳
以
上

日
８
月
23
日
～
10
月
11
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
30
日
㈪

◆
ボ
デ
ィ
メ
ン
テ
サ
イ
ズ
～
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
＋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～
（
２
回
目
）

　

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

対
16
歳
以
上

日
８
月
23
日
～
10
月
11
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
13
時
～
13
時
50
分

定
抽
選
20
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
30
日
㈪

◆
年
少
児
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

対
年
少
児
に
当
た
る
幼
児

日
８
月
25
日
～
９
月
29
日
の
土
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
30
人

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み
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￥
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
３
日
㈮

◆
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
２
回
目
）

対
16
歳
以
上

日
８
月
29
日
～
10
月
17
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
～
20
時
50
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
３
日
㈮

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
３
回
目
）

対
16
歳
以
上

日
９
月
６
日
～
10
月
25
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
～
20
時
50
分

定
抽
選
25
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
８
月
24
日
㈮

小
学
生
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

対
小
学
生

日
８
月
７
日
～
９
月
11
日
の
火
曜
日
、

全
５
回
、
16
時
30
分
～
18
時

場
南
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
南
町
南
９
線
）

定
抽
選
15
人

￥
２
５
０
０
円

申
問
７
月
21
日
㈯
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
野
球
場

（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
８
３

３
８
）
へ
。

健
康
・
福
祉

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
限
ま
で
に
、
健
康
推
進
課

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　
「
健
康
情
報
の
活
用
の
し
か
た
」
と

題
し
た
講
話
と
、
家
で
も
で
き
る
運
動

な
ど
を
行
う
。

日
７
月
９
日
㈪
、
10
時
～ 

11
時
30
分

定
先
着
40
人

申
込
期
限
７
月
６
日
㈮

◆
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

　

保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
が
、
健
診
の

結
果
や
健
康
づ
く
り
な
ど
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
る
。
別
の
日
程
を
希
望

す
る
人
は
要
相
談
。

日
①
７
月
11
日
㈬
、
②
24
日
㈫
、
時
間

は
応
相
談

申
込
期
限
①
７
月
10
日
㈫
、
②
23
日
㈪

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
水
中
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
編

　

水
が
苦
手
な
人
で
も
で
き
る
水
中
運

動
を
行
う
。

日
７
月
26
日
㈭
、
19
時
～
19
時
40
分

場
啓
西
小
学
校
プ
ー
ル（
柏
林
台
中
町
４
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
７
月
25
日
㈬

◆
健
康
づ
く
り
教
室
「
が
ん
予
防
コ
ー

ス
」

　

が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め

に
、
何
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い
か
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん
予
防
の
知
識

を
学
ぶ
。
全
２
回
に
参
加
が
必
須
。

日
７
月
27
日
㈮
、
10
月
19
日
㈮
、
全
２

回
、
14
時
～
15
時
30
分

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
７
月
20
日
㈮

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
問
子
育
て
支
援
課（
東
８
南
13
、保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分
。

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
希
望
者
に

は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
30
年
１
月
生
ま
れ

日
７
月
３
日
㈫
、
18
日
㈬
、
25
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ

日
７
月
10
日
㈫
、
12
日
㈭
、
26
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
27
年
６
月
生
ま
れ

日
７
月
５
日
㈭
、
19
日
㈭
、
24
日
㈫

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

夫
婦
で
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
12
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
８
月
19
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
７
月
９
日
㈪
～
８
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
講
座

　

妊
婦
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母

親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る
講
話
の

ほ
か
、
悩
み
相
談
に
も
応
じ
る
。

申
①
の
み
直
接
ま
た
は
電
話
で
各
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
必
要
な
人

は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・

９
７
０
３
）
へ
。

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

　

革
の
小
銭
入
れ
を
作
る
。

日
７
月
11
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
12
人

￥
４
０
０
円

申
込
期
間
６
月
25
日
㈪
～
７
月
４
日
㈬

◆
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座　
　
　
　
　

　

粉
状
の
パ
ス
テ
ル
で
絵
を
描
き
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち
わ
を
作
る
。

日
８
月
１
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
16
人

￥
６
０
０
円

申
込
期
間
７
月
10
日
㈫
～
25
日
㈬

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を

支
援

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
在
宅

生
活
が
不
安
な
人
に
、
お
住
ま
い
の
地

域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、
相
談
や
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
高
齢
者
福

祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

障
が
い
者
乗
馬
体
験

　

馬
と
の
触
れ
合
い
や
乗
馬
を
通
じ
、

健
康
の
増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
。
参
加
の
際
に
は
、
引
率
者
の
同
伴

が
必
要
。
体
重
な
ど
の
制
限
が
あ
る
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
自
立
、
座
位
が
可
能
な
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
、
発
達
障
害
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
人

日
①
７
月
19
日
㈭
、
②
８
月
２
日
㈭
、

い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
12
時

定
各
５
人
程
度

場
申
問
①
６
月
25
日
㈪
～
７
月
６
日

㈮
、
②
７
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮
ま
で
に
、

申
込
用
紙
を
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線

11
、
☎
49
・
５
７
７
６
、
Ｆ
49
・
５
２

８
９
、

syogai@
obihiro.ac.jp

）
へ
。

申
込
用
紙
は
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
課
障
害
福
祉
課

盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
体
験
会

　

見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
こ
と
で

困
っ
て
い
る
視
覚
障
害
者
に
対
し
、
白

杖
歩
行
・
盲
導
犬
と
の
生
活
な
ど
の
情

報
提
供
や
各
種
用
具
の
体
験
を
行
う
。

日
７
月
28
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
障
害
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎

65
・
４
１
４
７
）

認
知
症
・
家
族
の
集
い「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
７
月
26
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
０
０
円

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

市
民
後
見
人
養
成
研
修

受
講
者
募
集

　

認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
な
ど
で

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
を
、
身
近

な
地
域
で
支
援
す
る
市
民
後
見
人
を
養

成
す
る
。
詳
し
い
日
程
や
募
集
要
領
、

申
込
書
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
満
25
歳
以
上
で
、
募
集

要
領
の
要
件
を
満
た
す
人

日
９
月
１
日
㈯
、
９
日
㈰
、
17
日
㈷
、

24
日

（振）
、
29
日
㈯
、
30
日
㈰
、
全
６
回
、

９
時
30
分
～
16
時
10
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
30
人

申
問
７
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫
ま
で
に
、

直
接
帯
広
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ま
も
ー
る
（
公
園
東
町
３
、
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
内
、
☎
20
・
３
２
２
５
）
へ
。

担
当
課
社
会
課

案  

内

市
有
車
両
を
一
般
競
争
入
札
で

売
り
払
い

　

市
有
車
両
７
台
を
売
り
払
い
ま
す
。

　

物
件
は
①
大
型
車
両（
ト
ラ
ク
タ
ー
）

１
台
、
②
普
通
・
小
型
車
両
６
台
で
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
件
下
見
会 

７
月
４
日
㈬
、物
件
に
よ

り
時
間
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
。
①
11

時
～
12
時
、
帯
広
の
森
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
場
南
側
（
南
町
南
７
線
56
番
地
７
）、

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、道
路
車
両

セ
ン
タ
ー
資
材
置
場（
南
町
南
６
線
61
）

入
札
日 

７
月
26
日
㈭
、
10
時
、
市
庁

舎
10
階
第
５
Ｂ
会
議
室

申
問
７
月
４
日
㈬
～
17
日
㈫
ま
で
に
、

入
札
参
加
申
込
書
と
必
要
書
類
を
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
契
約
管
財
課
（
市
庁
舎

５
階
、
☎
65
・
４
１
１
５
）
へ
。

空
き
地
の
適
正
管
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

空
き
地
の
雑
草
を
放
置
す
る
と
、
害

虫
の
発
生
や
ご
み
の
投
げ
捨
て
、
野
火

の
発
生
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
周
辺
に
住
む
人
へ
迷
惑
を
掛
け
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
空
き
地
の
所
有
者

や
管
理
者
は
、
草
刈
り
を
す
る
な
ど
適

正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
１
３
６
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

開催日 講座名／会場・申し込み先 対象／定員

７月５日
（木）

ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座

対①妊 娠中
の人、②１歳
までの赤ちゃ
んと保護者
定① の み 先
着５人

地域子育て支援センターいなだ
（西 15南40、☎48・2206）

７月９日
（月）

ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

地域子育て支援センターすずらん
（柏林台西町５、☎36・2388）

７月 10 日
（火）

ママと赤ちゃんの食事講座

地域子育て支援センターつばさ
（西 22 南３、☎41・6800）

いずれも時間は10時～11時10分
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７月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、７月４日（水）、18 日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区
は、７月 11 日（水）、25 日（水）です。  問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

図書館（西２南 14、☎ 22・4700）

　今月は大切な本を長く楽しむための、修理のテクニック
などを基本から学べる本を紹介します。

　長野県の製本工房であり、本の
街・神田神保町で製本関連の本・
材料・道具などのショップも営ん
でいる美篶堂。製本の楽しさを伝

える活動に寄せられた「修理について知りたい」というリク
エストに応えて、この本が生まれました。「ページがバラバ
ラになってしまった本をよみがえらせる」「ガイドブックを
コンパクトにする」「雑誌のバックナンバーをまとめる」な
ど、本との新しい付き合い方ができるすてきな一冊です。

『美篶堂とはじめる
 本の修理と仕立て直し』

（表紙画像許諾済）

著者…美
み

篶
すず

堂
どう

　監修…本づくり協会
出版社…河出書房新社

図書館のオススメ
問い合わせ

安心安全推進課
（市庁舎３階、☎ 65・4131）

事故につながる危険な横断
問い合わせ

平
成
31
年
帯
広
市
成
人
の
集
い
は

１
月
13
日
で
す

　

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
に
は
、

12
月
上
旬
に
案
内
は
が
き
を
郵
送
。
市

内
に
住
民
登
録
の
な
い
人
で
も
当
日
、

運
転
免
許
証
や
学
生
証
な
ど
生
年
月
日

の
確
認
で
き
る
も
の
の
提
示
で
参
加
可

能
。
早
め
に
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

対
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰
、14
時
～
15
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
２
）

電
気
使
用
量
測
定
機
器
を

貸
し
出
し
ま
す

　

手
軽
に
電
気
使
用
量
な
ど
を
測
定
で

き
る
機
器
の
無
料
貸
し
出
し
。

　

家
電
製
品
ご
と
の
使
用
電
力
量
や
電

気
料
金
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
省
エ
ネ

効
果
が
実
感
で
き
ま
す
。
貸
し
出
し
は

随
時
。
電
話
で
機
器
の
空
き
状
況
を
確

認
の
上
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
期
間
最
長
２
カ
月

問
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
１
３
５
）

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す
。
入
院
や

高
額
な
医
療
費
を
支
払
う
な
ど
、
８
月

以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
人
は
国
保
課

給
付
係
に
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

70
歳
以
上
で
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

人
に
は
更
新
案
内
を
７
月
中
旬
頃
に
郵

送
し
ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日
７
月
12
日
㈭
予
定

申
請
に
必
要
な
も
の
▽
窓
口
に
来
る

人
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
▽
世
帯
主
と
対
象

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
▽
対
象
者
の

保
険
証
▽
世
帯
主
の
印
鑑

　

世
帯
主
と
国
保
世
帯
員
の
う
ち
、
平

成
30
年
度
（
平
成
29
年
中
の
収
入
・
所

得
）
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
が
い
る

場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）募  

集

７
月
定
期
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
不
可
。
印

鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、
身
元

確
認
書
類
を
持
参
し
、
直
接
申
し
込
み
。

　

申
し
込
み
方
法
や
入
居
者
資
格
、
募

集
住
宅
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市

営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る
人
向
け

の
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

日
７
月
２
日
㈪
～
４
日
㈬
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分 （
２
日
は
19
時
ま
で
）

場
市
庁
舎
10
階
第
６
会
議
室

問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
９
０
）

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

員
を
募
集

　

10
月
1
日
を
期
日
と
し
て
「
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
」
が
全
国
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
統
計
調
査
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
20
歳
以
上
で
税
務
、
警
察
お
よ
び
選

挙
の
関
係
者
で
な
い
人

任
命
期
間
８
月
24
日
㈮
～
10
月
23
日
㈫

報
酬
２
調
査
区
担
当
で
４
万
５
０
０
０

円
程
度
（
担
当
す
る
調
査
区
数
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

定
若
干
名

申
問
７
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１

０
１
）
へ
。

第
17
回
女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
）

の
一
行
詩
」
を
募
集

　

男
女
共
同
参
画
を
表
現
し
た
自
作
で

未
発
表
の
作
品
を
募
集
。
１
人
３
作
品

ま
で
応
募
可
能
。
入
賞
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
贈
呈
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

対
十
勝
管
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
人

申
問
６
月
23
日
㈯
～
７
月
31
日
㈫
ま

で
に
、
作
品
と
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
）
を
書
い
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
推
進

課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番

地
、
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
、

Ｆ
23
・
０
１
７
１
）
へ
。

帯
広
市
男
女
共
同
参
画
市
民
懇
話

会
委
員
を
募
集

　

お
び
ひ
ろ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

策
定
の
た
め
、
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学
し

て
い
る
20
歳
以
上
で
年
４
回
程
度
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人

任
期
２
年
間

報
酬
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

定
男
女
各
１
人

申
問
７
月
31
日
㈫
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
応
募
動
機
や
男
女
共
同
参
画
に
対

す
る
意
見
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経

験
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、

市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）
へ
。

放
送
大
学
10
月
入
学
生
の
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
な
ど
で
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
授
業
を
視
聴
で
き

る
ほ
か
、
授
業
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
を
借
り
て
、
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ

て
学
習
で
き
ま
す
。

申
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
願
書
を
放
送

大
学
本
部
（
〒
261
・

8586
千
葉
市
美
浜
区

若
葉
２
丁
目
11
番
地
、
☎
０
４
３
・
２

７
６
・
５
１
１
１
）
へ
。
募
集
要
項
は

と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）、
総
合

案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、
コ
ミ
セ
ン
で

配
布
。

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
９
２
）、
放
送
大
学
北
海
道

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
７
３
６
・

６
３
１
８
）

第
14
回
帯
広
市
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
賞
を
募
集

　

帯
広
市
の
良
好
な
景
観
に
貢
献
し
て

い
る
建
築
物
を
募
集
。
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
。
他
薦
の
場
合
は
所
有
者

の
同
意
が
必
要
。

申
問
７
月
１
日
㈰
～
８
月
31
日
㈮
ま

で
に
、
応
募
用
紙
と
建
築
物
の
写
真
な

ど
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課
（
〒
080
・

8670
西

５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
６
階
、

☎
65
・
４
１
７
５
、

city_plan@
city.

obihiro.hokkaido.jp

）
へ
。
応
募
用

紙
は
都
市
計
画
課
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で

配
布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
可
能
。
応
募
は
１
人
１
点
ま
で
。

平成29年度最優秀賞「北陸銀行帯広支店」

　斜め横断は、渡りきるまでに
時間がかかり非常に危険です。
道路の横断は、左右の安全確認
をして、横断歩道をまっすぐ渡
りましょう。また車のすぐ手前
や後ろからの横断は、車が障害
物となり運転者から歩行者が見
えず、衝突直前に気付くといった

危険があるので
やめましょう。

危ない
キ
キ
ー
ッ
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

不
登
校
相
談
会

　

不
登
校
、
高
校
中
退
な
ど
の
不
安
や

悩
み
、
進
路
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈰
、
10
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
は
る
に
れ
の
会
・
清
水
（
☎
38
・
２

４
２
７
）

看
護
職
の
求
人
・
求
職

合
同
面
接
会

　

複
数
の
施
設
の
担
当
者
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
時
30
分

～
11
時
30
分
に
採
血
の
演
習
を
し
ま
す
。

対
看
護
職
と
看
護
学
生
（
最
終
学
年
）

日
７
月
６
日
㈮
、10
時
～
13
時
30
分
（
受

け
付
け
は
13
時
ま
で
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
看
護
協
会
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
帯

広
業
務
支
所
（
☎
21
・
３
３
５
３
）

平
成
30
年
度
北
海
道
帯
広
盲
学
校

学
校
見
学
会

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
歩
行
体
験
を
行
う
体

験
グ
ル
ー
プ
と
、
校
内
を
見
学
す
る
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
人
、
ま
た
は
教
職

関
係
や
保
健
福
祉
関
係
者

日
７
月
28
日
㈯
、９
時
30
分
～
12
時
15
分

定
各
コ
ー
ス
先
着
30
人

場
申
問
７
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
北
海
道
帯
広
盲
学
校
（
西
25
南
２
、

☎
37
・
２
０
２
８
）
へ
。

第
41
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　

茂も

越ご
え

敏
弘
氏
（
日
本
鯨
類
研
究
所
）

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
ク
ジ
ラ
胚
の
体

外
生
産
と
最
近
の
調
査
捕
鯨
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
７
月
15
日
㈰
、
15
時
～
17
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井（
☎
42
・
５
１
９
５
）

国
立
小
樽
海
上
技
術
学
校

体
験
入
学
者
募
集

対
来
春
中
学
校
卒
業
見
込
み
者
ま
た
は

卒
業
者

日
７
月
15
日
㈰
、
９
月
１
日
㈯
、
10
月

20
日
㈯
、
い
ず
れ
も
９
時
～
14
時
30
分

場
申
問
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
電
話
で
国
立
小
樽
海
上
技
術
学
校

教
務
課
（
小
樽
市
桜
３

－

21

－

１
、
☎

０
１
３
４
・
54
・
２
１
２
２
）
へ
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

多
重
債
務
、
相
続
に
関
す
る
手
続
き
、

登
記
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
７
月
24
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
７
月
19
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
司

法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
０
８
０
０
・
８
０
０
・
３
９

４
６
）
へ
。

茶
話
会
「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
と
の
交
流
会
、

身
だ
し
な
み
講
座
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
、
ま
た
は
離
婚
に
関
す
る
悩
み
を
持

つ
親

日
７
月
18
日
㈬
、13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
母
子
家

庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

20
・
７
７
５
１
）
へ
。

夏
休
み
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
作
り
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

を
学
ん
だ
後
、会
員
の
マ
ジ
ッ
ク
を
見
学
。

対
小
学
生
。
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護

者
同
伴

日
７
月
29
日
㈰
、
10
時
～
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
２
０
０
円

申
問
７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

十
勝
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
事
務
局
・
鈴
木

（
☎
０
９
０
・
１
３
８
５
・
６
９
６
９
）へ
。

帯
広
工
業
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
帯
広

工
業
高
校
（
清
流
西
２
、
☎
48
・
５
６

５
０
）へ
。
詳
細
は
、
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
親
子
も
の
づ
く
り
教
室

　

木
材
を
使
っ
た
工
作
を
行
い
ま
す
。

対
小
学
５
～
６
年
生
と
保
護
者

日
７
月
29
日
㈰
、
９
時
～
12
時

定
先
着
10
組

申
込
期
限
７
月
20
日
㈮

◆
部
活
動
体
験
・
見
学
会

対
十
勝
管
内
在
住
の
中
学
２
・
３
年
生

日
８
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
、
い
ず
れ
も

①
９
時
～
12
時
、
②
13
時
～
16
時

申
込
期
限
７
月
23
日
㈪

帯
広
高
等
看
護
学
院
見
学
会

　

看
護
師
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
以
上

の
人
を
対
象
に
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
８
月
９
日
㈭
、
①
10
時
～
11
時
30
分
、

②
13
時
～
14
時
30
分

場
申
問
７
月
24
日
㈫
～
30
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
で
帯
広
高
等
看
護
学
院
（
西

11
南
39
、
☎
47
・
８
８
８
１
）
へ
。

第
９
回
三
世
代
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
楽
し
む
交
流
会

　

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生
と
保
護
者
、

祖
父
母
を
対
象
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

通
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど

も
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

日
７
月
29
日
㈰
、
９
時
～
12
時

場
木こ

立だ
ち

の
広
場
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
緑
ケ
丘
２
）

定
子
ど
も
先
着
50
人
、
大
人
定
員
な
し

申
問
７
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

帯
広
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
・
棚
瀬
（
☎

35
・
１
６
６
４
）
へ
。

市
民
向
け
公
開
講
座

糖
尿
病
に
つ
い
て

　

薬
局
管
理
栄
養
士
が
「
自
分
で
で
き

る
健
康
管
理
」
に
つ
い
て
、
横
山
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
本
庄
副
院
長
が
「
糖
尿

病
を
め
ぐ
る
噂
の
真
偽
」
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。

日
７
月
27
日
㈮
、18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
横
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
20
・
５

０
１
１
）

野
外
劇
団
楽
市
楽
座　

帯
広
公
演

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
笑
っ
て

泣
け
る
不
思
議
な
現
代
神か
ぐ
ら楽
野
外
劇
で
す
。

日
７
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
、
い
ず
れ
も

19
時
～
20
時
30
分

場
緑
个
丘
公
園
多
目
的
広
場
（
緑
ケ
丘

２
）

問
帯
広
公
演
担
当
・
小
野
木
（
☎
０
９

０
・
１
６
４
５
・
３
５
１
８
）

芽
室
町
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が

帯
広
市
の
一
部
に
配
信
さ
れ
ま
す

　

７
月
29
日
㈰
９
時
に
、
芽
室
町
水
害

避
難
訓
練
の
た
め
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を

配
信
し
ま
す
。
芽
室
町
に
隣
接
す
る
帯

広
市
の
一
部
に
も
配
信
さ
れ
る
た
め
、

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
芽
室
町
総
務
課
（
☎
62
・
９
７
２
０
）

高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
就
職
促

進
事
業

　

55
歳
以
上
の
就
労
を
目
指
す
人
を
対

象
に
接
客
や
販
売
、
施
行
管
理
な
ど

全
５
コ
ー
ス
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

コ
ー
ス
に
よ
り
期
間
と
定
員
が
異
な
る

の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
雇
用
形
態
に
よ
る
就
職
を
希
望
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

55
歳
以
上
の
人

場
ソ
ネ
ビ
ル
（
西
６
南
６
）

申
問
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
日
建

学
院
旭
川
校
（
〒
070
・

0031
旭
川
市
１
条

10
丁
目
１
０
３

－

85
・
Ａ
Ｊ
ビ
ル
５
階
、

☎
０
１
６
６
・
22
・
０
２
０
１
、
Ｆ
０

１
６
６
・
24
・
５
５
２
１
）
へ
。

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者

証
な
ど
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
て
、
有

効
期
限
が
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
７
月
２
日
㈪
～
９
月
28
日
㈮

場
申
問
帯
広
保
健
所
（
東
３
南
３
、
☎

27
・
８
６
３
７
）
へ
。

腰
痛
・
膝
痛
改
善
の
た
め
の

ツ
ボ
＆
運
動
療
法

　

腰
痛
や
膝
痛
の
改
善
・
予
防
に
家
庭

で
行
え
る
簡
単
な
ツ
ボ
療
法
と
運
動
療

法
を
し
ま
す
。

日
９
月
21
日
㈮
、
14
時
～
16
時

場
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
西
２
南

８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
８
階
）

定
先
着
40
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
北
海
道

札
幌
視
覚
支
援
学
校
附
属
理
療
研
修
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
５
３
３
・
３
２

５
３
）
へ
。

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
９月号掲載の受付締め切りは
７月17日（火）です。
　　　　　　広報広聴課

（市庁舎３階、☎65・4109）
問い合わせ

市民の掲示板

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

み ん な
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　皆さんはお口の健康に気を
付けていますか？「歯と口の
健康週間」に合わせて、「お口
の健康フェア」と「むし歯予防
ポスターの表彰式」が、とか
ちプラザで行われました。会
場には約 200人が来場し、お
口の中の健康診断や歯磨き指
導など、お口の健康に関する
アドバイスを受けました。ま
た、歯科衛生士、栄養士によ
る相談会や、歯科技工士の入
れ歯作りの実演、帯広コア専
門学校歯科衛生士科の紹介や
体験コーナーなど、多くのイ
ベントでにぎわいました。 

（６月２日、とかちプラザ）

広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月 1 回発行　   ※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
●発行日 / 平成 30 年７月１日　●部数 /７万 7000 部　●製作 ･ 印刷 / ソーゴー印刷　　●広告取扱 / モデル広告社（☎ 33・7325）

と
か
ち
最
大
級
の

市
民
参
加
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
マ
ラ
ソ
ン
は
、

多
く
の
市
民
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
大

会
で
す
。
沿
道
で
は
、
横
断
幕
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ
た
市
民
が
ラ
ン

ナ
ー
に
声
援
を
送
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

種
目
と
参
加
料
金
は
表
の
通
り
で
、

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈰
、
９
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

ふ
じ
ま
る
ビ
ル
前
を
ス
タ
ー

ト
、
競
馬
場
方
面
に
向
か
い
、
種
目
ご

と
の
折
り
返
し
点
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、

中
央
公
園
前
が
ゴ
ー
ル
。
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
は
帯
広
の
森
で
折
り
返
す
、
日
本

陸
上
競
技
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス
。（
図
）

参
加
申
し
込
み
は
９
月
18
日
㈫
ま
で

　

募
集
要
項
は
７
月
９
日
㈪
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
７
月
９
日
㈪
か
ら

９
月
18
日
㈫
ま
で
に
、
大
会
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://foodvalley-

m
arathon.com

/

）
の
ほ
か
、
募
集
要

項
に
添
付
の
払
い
込
み
用
紙
を
使
用
し
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎 週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（F M-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

　帯広駅前のバス待合所「バスターミナルおびくる」のオープンに先立って
行われたセレモニーに、施設の完成を祝う約 50 人が参加しました。液晶画
面に時刻表や観光情報を表示するなど、バス待合所としての機能を充実さ
せたほか、十勝のアウトドア観光ＰＲコーナーを設け、アウトドアグッズ
などを展示しています。地域と人とをつなぐことを願ってつけられた「おび
くる」という名称の通り、まちなかに新たな人の流れができることを期待し
ています。（５月 23 日、帯広駅バスターミナル）
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検 索フードバレーとかちマラソン

種　目 一 般 高校生 中学生 小学生 親子ファミリー

ハーフ 5200円 4600円 － － －

５km 3600円 3600円 1550円 － －

ファンラン
（2.5km） 2600円 2600円 1550円 850円 3100円

表　種目と参加料金

図　コースマップ
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「－」は競技対象外。親子ファミリーは、保護者１人と小学生１人のペア。

当日の交通規制は広報おびひろ10月号の折り込みチラシでお知らせします。

2018フードバレーとかちマラソン大会実行委員会
事務局（スポーツ振興室内、☎ 65・4210、平日９
時～17 時）

2018フードバレーとかちマラソン大会エントリー
センター（アイサム内、☎ 011・622・1100、平日
10 時 30 分～16 時）※ 7 月９日（月）より開設

大会に関する問い合わせ

参加申し込みに関する問い合わせ

10月28日（日）開催




